
　令和８年９月１日から９月30日まで実施しました 「下呂市議会議員政治倫理条例（案）」への意見募集 （パブリック
コメント）におきまして、５件のご意見をお寄せいただきました。つきましては、寄せられたご意見の要旨と、それに対
する議会の考え方を公表いたします。

●本紙では、紙面の都合上、寄せられたご意見の一部のみを掲載しています。すべてのご意見とそれに
対する議会の考え方につきましては、下呂市ホームページにてご覧いただけます。

●当市議会では、政治倫理条例の制定をゴールとせず、寄せられたご意見の趣旨を今後の運用や検証に
活かし、市民から真に信頼される開かれた議会運営に努めていきます。
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　下呂市主催の国際芸術祭「下呂 Art Discovery 2026」が開催中です。市外・県外からの方や外国人
客も多数訪れるグローバルな祭典であり、地域住民や市内法人の皆さまの多大なるご協力により、本市の
地域活性化に大きくつながっています。まだご覧になっていない方は、ぜひ会場へ足を運び、アートが彩る
下呂市の新たな魅力をご体感ください。

【下呂Art Discovery 2026 絶賛開催中！】

TOPICS
●令和７年度決算審査（予算決算常任委員会）
●９月定例会報告（審議結果）・常任委員会報告（審査結果）・一般質問（内容紹介）
●下呂市議会議員政治倫理条例（案）に対するパブリックコメント結果、９月定例会日程

ここに在る森　村上力

Small Town
弓指寛治（下段3点）

表
紙
の
写
真

下呂市
議会だより
電子書籍は
こちら 　12月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。なお、一般質問な

どの内容は新聞折込チラシおよび下呂市メールでお知らせします。

12月定例会会期日程（予定）

※日程は変更になる
　場合もあります。

月　　日

１１月２７日

１２月１０日

１１日

１４日

１５日

１６日

１８日

金

木

金

月

火

水

金

午前9時30分～

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

常任委員会

常任委員会

予算決算常任委員会（予算関係）

本会議（最終日）

会　議　内　容 時　　間曜日

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階 議場）
　　　委員会（下呂庁舎３階第１会議室）

　今回の議会だよりでは、決算審査を特集し
ました。決算審査は、予算が正しく使われて
いるかをチェックするだけでなく、事業の成果
や課題を審査することで、今後の予算や施策
の改善を図っていく大切な機会でもあります。
議会では、委員会ごとに事前の準備を重ね、
決算審査に臨みました。
　議会が何を議論し、何を確認しているのか。
市民の皆さまに少しでも身近に感じていただ
けるよう、これからも 「伝わる議会だより」を
目指して工夫を重ねていきます。

編 集 後 記

議会議員政治倫理条例（案）に対する意見募集結果議会議員政治倫理条例（案）に対する意見募集結果

　倫理的な問題も大事ですが、議員の職務の
明確化も併せて行ってほしい。

　令和３年制定の下呂市議会基本条例第２条で議会の役割を、
第４条で議員の活動原則を明確に規定しています。今後も同
条例に基づき職務と役割を誠実に果たすとともに、高い倫理
意識をもって取り組みます。

寄せられたご意見の要旨 ご意見に対する議会の考え方

　規則を守ることを本人の自覚だけに委ねず、
特定の個人に依存しない形で、第三者の目が
届く仕組み （市民代表の審査会への常時参加、
親族企業等に関する利益相反開示の拡大、公
務用通信機器の分離と通信履歴の記録保存な
ど）を求める。

　「個人の自覚や注意だけに頼るのではなく、仕組みとして客
観的なチェックを効かせるべき」という大変本質的なご提言と
受け止めています。市民半数を委嘱する審査会や審査結果の
公表制度を設けていますが、市民代表の審査会への常時参加
や親族企業等の規制対象化などは慎重な検討を要するもの
の、いただいた視点を今後の運用等に活かしていきます。

　審査対象となる違反行為の範囲や政治倫理
基準の定義が不明確であり、具体的な運用や
判断が難しいと思われる。また、政治倫理審査
会の構成員が議員中心では身内に甘い判断に
つながる懸念があるため、外部有識者による第
三者審査を取り入れることが必要である。

　禁止される具体的な不当行為として、不正疑惑行為や金品
授受、便宜供与、ハラスメントなど８つの基準を定めており、
客観的な確認 ・判断が可能な仕組みとしています。また、審
査会委員 （６人以内）の半数程度に 「社会的信望があり地方
行政に関し識見の高い市民」を委嘱し、専門家の助言聴取規
定も設けることで、身内への甘い判断を防ぎ、中立で厳正な
審査体制を確保していきます。

▲下呂市HPは
こちら
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常
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決
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算
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）

予
算
決
算
常
任
委
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会

（
決
算
審
査
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９
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
の
３
日
間
、

定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ
た
令
和
７
年
度

に
お
け
る
一
般
会
計
、７
つ
の
特
別
会
計
、

お
よ
び
４
つ
の
公
営
企
業
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
審
査
し
、
全
て
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

《
災
害
対
策
諸
経
費
》

（
地
域
で
の
防
災
減
災
活
動
へ
の
支
援
、

災
害
時
に
使
用
す
る
資
機
材
や
非
常
食
等

備
蓄
の
配
備
）

　
　
災
害
対
応
備
蓄
と
し
て
、「
行
政
が

用
意
す
べ
き
も
の
」
と 

「
市
民
や
地
域
が

用
意
す
べ
き
も
の
」
の
考
え
方
は
。

　
　
指
定
避
難
所
開
設
初
期
に
必
要
な
最

低
限
の
生
活
用
品
や
、
個
人
購
入
が
難
し

い
大
型
資
機
材
を
行
政
の
備
蓄
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
阿
寺
断
層
帯
地
震
の
想
定
避
難

者
数
を
基
準
に
、
発
災
後
３
日
間
を
し
の

ぐ
た
め
の
食
料
等
の
備
蓄
目
標
を
設
定
し

て
い
ま
す
が
、
行
政
で
必
要
量
を
全
て
備

え
る
の
は
困
難
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
身
近
な
消
耗
品
は
、
市
民

や
地
域
の
皆
さ
ま
で 

「
最
低
３
日
分
、
で

き
れ
ば
７
日
分
」
を
常
備
い
た
だ
く
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

《
高
等
学
校
等
通
学
費
補
助
事
業
》

（
高
校
通
学
に
係
る
ご
家
庭
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
、
通
学
支
援
を
目
的
に
補
助

金
を
交
付
）

　
　
対
象
者
の
う
ち
、
実
際
に
補
助
金
申

請
さ
れ
た
方
が
約
67
％
と
低
調
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
原
因
と
分
析
結
果
は
。

　
　
当
初
、Ｊ
Ｒ
や
路
線
バ
ス
利
用
に
よ

る
通
学
を
多
く
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
は
徒
歩
や
自
転
車
で
の
通
学
、
保

護
者
に
よ
る
送
迎
が
思
い
の
ほ
か
多
か
っ

た
こ
と
、
ま
た
申
請
手
続
き
が
原
則
、
電

子
申
請
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
年
度
は
、
事
前

に
調
査
を
行
い
、
可
能
な
限
り
通
学
方
法

の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
手
続
き
の

簡
素
化
を
進
め
、
申
請
率
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

《
ご
み
処
理
施
設
管
理
運
営
費
》

（
ご
み
処
理
施
設
運
営
に
要
す
る
光
熱
水

費
、
消
耗
品
費
、
各
種
業
務
委
託
料
等
）

　
　
施
設
の
老
朽
化
や
物
価
高
騰
に
伴
う

維
持
管
理
費
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

今
後
の
見
通
し
は
。

　
ま
た
、
ご
み
焼
却
用
燃
料
費
の
削
減
に

向
け
、
生
ご
み
の
水
切
り
が
有
効
と
考
え

る
が
、
そ
の
啓
発
は
。

　
　
ご
み
処
理
施
設
で
は
、
プ
ラ
ン
ト
メ

ー
カ
ー
と
作
成
し
た
20
年
間
の
補
修
計
画

に
基
づ
き
、
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
経
年
劣
化
や
予
防
保
全
に
よ
り

10
年
目
な
ど
の
大
規
模
更
新
時
に
多
額
の

費
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
事
前
の
協
議

調
整
に
よ
り
、
単
年
度
の
財
政
負
担
を
で

き
る
限
り
平
準
化
す
る
方
針
で
す
。

　
ま
た
、
生
ご
み
対
策
に
つ
い
て
は
、
啓

発
資
料
等
に
よ
り 

「
生
ご
み
の
水
切
り
」

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
生
ご
み

は
平
均
的
に
燃
え
る
ご
み
の
約
３
割
、
重

量
で
年
間
約
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
占

め
、
こ
れ
を
減
ら
す
の
が
減
量
化
の
有
効

な
手
段
で
あ
り
、
乾
燥 

・
軽
量
化
の
取
り

組
み
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

《
沿
道
伐
採
事
業
》

（
道
路
の
安
全
確
保
と
景
観
の
向
上
を
図

る
た
め
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

道
路
沿
い
で
過
度
に
成
長
し
た
立
木
の
伐

採
を
実
施
）

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
市
民

の
目
に
見
え
る
大
変
有
意
義
な
事
業
と
認

識
し
て
い
る
が
、
本
事
業
の
今
後
の
展
望

は
。

　
　
本
事
業
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
取

り
組
み
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
目
玉
事
業
と
し
て
位
置
付
け

て
お
り
、
今
後
も
年
間
２
０
０
０
万
円
か

ら
３
０
０
０
万
円
規
模
で
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
か
ら
の
要
望
へ
の
対
応
に

と
ど
ま
ら
ず
、
誰
が
見
て
も
木
が
繁
茂
し

て
い
る
国
道
や
県
道
、
主
要
な
市
道
の
沿

線
に
お
い
て
も
、
優
先
度
を
見
極
め
な
が

ら
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問答

問問 答

答

▲下呂市クリーンセンター

▲国道41号沿線での伐採後の状況

問答

　今年度も充実した決算審査とするため、予算決算常任委員会に先立って 
「決算審査準備会」を開催しました。準備会では、くらし ・人づくり常任委
員会、まち ・基盤づくり常任委員会における活動目標に掲げる事務事業を
中心に、議員間で論点を整理しました。
　これらを踏まえ、審査当日は各委員会を代表した質疑を行い、より良い
政策に向けた審査となるよう努めました。

　決算審査は、単に「いくら使ったか」を確認するだけではありません。
予算どおりに事業が行われたか、その事業に成果があったのか、課題
はないかを確認し、今後の事業や次の予算審査につなげます。

金山病院では、経営強化プランに基づき、外部の専門家の助言も受けながら、病床機能の
再編や組織体制の見直しなどを進めてきました。
一方、令和7年度も患者数や収益が減少し、厳しい経営状況が続いています。

～ 決算審査を振り返って ～ 予算決算常任委員長　中島ゆき子

令和7年度
決算の審査を行いました
市のお金が、くらしの向上につながっているか ̶̶ 
議会は「決算審査」を通して、確認し、次につなげています。

決算審査は
、

過去を振り
返り、

これからの
まちづくり

に

つなげる大
切な

役割です。

1 決算審査って、何をするの？

審査に先立ち、各自が決算資料を事前に精
査。各事業の決算額や前年度からの変化、事
業成果や課題などを確認し、質疑に向けた論
点を洗い出しました。

決算審査準備会を開催し、各自が抽出した論
点を持ち寄って協議。「議会として何を確認・
質すべきか」を所管分野ごとに整理しました。

整理した論点を基に委員会として質問をま
とめ、決算審査で市の考えを確認しました。

2 今年の決算審査は、こう進めました
❶事前準備・論点抽出 ❷常任委員会ごとに論点を整理 ❸委員会代表質問を準備し、審査へ

審査の前から、しっかり準備しています。

4 決算審査を今後の糧に！ 確認した課題を、次の議論へ。

「決算」は、終わったお金の話ではありません。
次の市政につなげるためのチェックです。

決算審査の流れ

予算
（計画）

事業を
実施

決算 議会が成果・
課題をチェック

改善・
見直し

次の
予算へ

●これまで進めてきた経営改善策は、実際の成果につ
ながっているのか。
●患者数の減少は、人口減少だけが原因なのか。病院
自身に改善すべき課題はないのか。

●一病棟化や病床機能の再編、医師・看護師の確保な
ど、改革に向けた基盤整備は進められてきました。
●一方で、患者数の減少や人件費の増加などから、収
支の改善には至っていません。
●市からは、人口減少だけではなく、病院の組織や運営
にも構造的な課題があるとの認識が示されました。

診療所化に向け、内部改革や地域との対話を進めてい
くとしています。
議会としては、診療所化後の経営や地域医療がどう変
わるのか、引き続き確認していきます。

3 実際に、こんな事を確認しました
金山病院  経営改善の取り組みは成果につながっているのか？金山病院  経営改善の取り組みは成果につながっているのか？

ここでは一部を紹介します。（左ページにも他の質問を掲載しています）

くらし・人づくり
常任委員会

？ 議会が確認したこと 審査で見えたこと 今後に向けて

今回の審査で明らかになった成果や課題は、決算を認定して終わりではありません。
その後、事業は改善されたのか、次の予算にどう反映されたのか。
議会は、今後の委員会活動や予算審査などを通して、引き続き確認していきます。

令和７年度決算の全体概要や
歳入・歳出などの主な数字は、
「広報げろ １０月号」 を
ご覧ください。

広報げろ１０月号はこちらから

▲家庭での備蓄の例
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材
や
非
常
食
等

備
蓄
の
配
備
）

　
　
災
害
対
応
備
蓄
と
し
て
、「
行
政
が

用
意
す
べ
き
も
の
」
と 

「
市
民
や
地
域
が

用
意
す
べ
き
も
の
」
の
考
え
方
は
。

　
　
指
定
避
難
所
開
設
初
期
に
必
要
な
最

低
限
の
生
活
用
品
や
、
個
人
購
入
が
難
し

い
大
型
資
機
材
を
行
政
の
備
蓄
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
阿
寺
断
層
帯
地
震
の
想
定
避
難

者
数
を
基
準
に
、
発
災
後
３
日
間
を
し
の

ぐ
た
め
の
食
料
等
の
備
蓄
目
標
を
設
定
し

て
い
ま
す
が
、
行
政
で
必
要
量
を
全
て
備

え
る
の
は
困
難
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
身
近
な
消
耗
品
は
、
市
民

や
地
域
の
皆
さ
ま
で 

「
最
低
３
日
分
、
で

き
れ
ば
７
日
分
」
を
常
備
い
た
だ
く
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

《
高
等
学
校
等
通
学
費
補
助
事
業
》

（
高
校
通
学
に
係
る
ご
家
庭
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
、
通
学
支
援
を
目
的
に
補
助

金
を
交
付
）

　
　
対
象
者
の
う
ち
、
実
際
に
補
助
金
申

請
さ
れ
た
方
が
約
67
％
と
低
調
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
原
因
と
分
析
結
果
は
。

　
　
当
初
、Ｊ
Ｒ
や
路
線
バ
ス
利
用
に
よ

る
通
学
を
多
く
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
は
徒
歩
や
自
転
車
で
の
通
学
、
保

護
者
に
よ
る
送
迎
が
思
い
の
ほ
か
多
か
っ

た
こ
と
、
ま
た
申
請
手
続
き
が
原
則
、
電

子
申
請
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
年
度
は
、
事
前

に
調
査
を
行
い
、
可
能
な
限
り
通
学
方
法

の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
手
続
き
の

簡
素
化
を
進
め
、
申
請
率
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

《
ご
み
処
理
施
設
管
理
運
営
費
》

（
ご
み
処
理
施
設
運
営
に
要
す
る
光
熱
水

費
、
消
耗
品
費
、
各
種
業
務
委
託
料
等
）

　
　
施
設
の
老
朽
化
や
物
価
高
騰
に
伴
う

維
持
管
理
費
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

今
後
の
見
通
し
は
。

　
ま
た
、
ご
み
焼
却
用
燃
料
費
の
削
減
に

向
け
、
生
ご
み
の
水
切
り
が
有
効
と
考
え

る
が
、
そ
の
啓
発
は
。

　
　
ご
み
処
理
施
設
で
は
、
プ
ラ
ン
ト
メ

ー
カ
ー
と
作
成
し
た
20
年
間
の
補
修
計
画

に
基
づ
き
、
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
経
年
劣
化
や
予
防
保
全
に
よ
り

10
年
目
な
ど
の
大
規
模
更
新
時
に
多
額
の

費
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
事
前
の
協
議

調
整
に
よ
り
、
単
年
度
の
財
政
負
担
を
で

き
る
限
り
平
準
化
す
る
方
針
で
す
。

　
ま
た
、
生
ご
み
対
策
に
つ
い
て
は
、
啓

発
資
料
等
に
よ
り 

「
生
ご
み
の
水
切
り
」

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
生
ご
み

は
平
均
的
に
燃
え
る
ご
み
の
約
３
割
、
重

量
で
年
間
約
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
占

め
、
こ
れ
を
減
ら
す
の
が
減
量
化
の
有
効

な
手
段
で
あ
り
、
乾
燥 

・
軽
量
化
の
取
り

組
み
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

《
沿
道
伐
採
事
業
》

（
道
路
の
安
全
確
保
と
景
観
の
向
上
を
図

る
た
め
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

道
路
沿
い
で
過
度
に
成
長
し
た
立
木
の
伐

採
を
実
施
）

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
市
民

の
目
に
見
え
る
大
変
有
意
義
な
事
業
と
認

識
し
て
い
る
が
、
本
事
業
の
今
後
の
展
望

は
。

　
　
本
事
業
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
取

り
組
み
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
目
玉
事
業
と
し
て
位
置
付
け

て
お
り
、
今
後
も
年
間
２
０
０
０
万
円
か

ら
３
０
０
０
万
円
規
模
で
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
か
ら
の
要
望
へ
の
対
応
に

と
ど
ま
ら
ず
、
誰
が
見
て
も
木
が
繁
茂
し

て
い
る
国
道
や
県
道
、
主
要
な
市
道
の
沿

線
に
お
い
て
も
、
優
先
度
を
見
極
め
な
が

ら
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問答

問問 答

答

▲下呂市クリーンセンター

▲国道41号沿線での伐採後の状況

問答

　今年度も充実した決算審査とするため、予算決算常任委員会に先立って 
「決算審査準備会」を開催しました。準備会では、くらし ・人づくり常任委
員会、まち ・基盤づくり常任委員会における活動目標に掲げる事務事業を
中心に、議員間で論点を整理しました。
　これらを踏まえ、審査当日は各委員会を代表した質疑を行い、より良い
政策に向けた審査となるよう努めました。

　決算審査は、単に「いくら使ったか」を確認するだけではありません。
予算どおりに事業が行われたか、その事業に成果があったのか、課題
はないかを確認し、今後の事業や次の予算審査につなげます。

金山病院では、経営強化プランに基づき、外部の専門家の助言も受けながら、病床機能の
再編や組織体制の見直しなどを進めてきました。
一方、令和7年度も患者数や収益が減少し、厳しい経営状況が続いています。

～ 決算審査を振り返って ～ 予算決算常任委員長　中島ゆき子

令和7年度
決算の審査を行いました
市のお金が、くらしの向上につながっているか ̶̶ 
議会は「決算審査」を通して、確認し、次につなげています。

決算審査は
、

過去を振り
返り、

これからの
まちづくり

に

つなげる大
切な

役割です。

1 決算審査って、何をするの？

審査に先立ち、各自が決算資料を事前に精
査。各事業の決算額や前年度からの変化、事
業成果や課題などを確認し、質疑に向けた論
点を洗い出しました。

決算審査準備会を開催し、各自が抽出した論
点を持ち寄って協議。「議会として何を確認・
質すべきか」を所管分野ごとに整理しました。

整理した論点を基に委員会として質問をま
とめ、決算審査で市の考えを確認しました。

2 今年の決算審査は、こう進めました
❶事前準備・論点抽出 ❷常任委員会ごとに論点を整理 ❸委員会代表質問を準備し、審査へ

審査の前から、しっかり準備しています。

4 決算審査を今後の糧に！ 確認した課題を、次の議論へ。

「決算」は、終わったお金の話ではありません。
次の市政につなげるためのチェックです。

決算審査の流れ

予算
（計画）

事業を
実施

決算 議会が成果・
課題をチェック

改善・
見直し

次の
予算へ

●これまで進めてきた経営改善策は、実際の成果につ
ながっているのか。
●患者数の減少は、人口減少だけが原因なのか。病院
自身に改善すべき課題はないのか。

●一病棟化や病床機能の再編、医師・看護師の確保な
ど、改革に向けた基盤整備は進められてきました。
●一方で、患者数の減少や人件費の増加などから、収
支の改善には至っていません。

●市からは、人口減少だけではなく、病院の組織や運営
にも構造的な課題があるとの認識が示されました。

診療所化に向け、内部改革や地域との対話を進めてい
くとしています。
議会としては、診療所化後の経営や地域医療がどう変
わるのか、引き続き確認していきます。

3 実際に、こんな事を確認しました
金山病院  経営改善の取り組みは成果につながっているのか？金山病院  経営改善の取り組みは成果につながっているのか？

ここでは一部を紹介します。（左ページにも他の質問を掲載しています）

くらし・人づくり
常任委員会

？ 議会が確認したこと 審査で見えたこと 今後に向けて

今回の審査で明らかになった成果や課題は、決算を認定して終わりではありません。
その後、事業は改善されたのか、次の予算にどう反映されたのか。
議会は、今後の委員会活動や予算審査などを通して、引き続き確認していきます。

令和７年度決算の全体概要や
歳入・歳出などの主な数字は、
「広報げろ １０月号」 を
ご覧ください。

広報げろ１０月号はこちらから

▲家庭での備蓄の例
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▲下呂市クリーンセンター

▲国道41号沿線での伐採後の状況

問答

　今年度も充実した決算審査とするため、予算決算常任委員会に先立って 
「決算審査準備会」を開催しました。準備会では、くらし ・人づくり常任委
員会、まち ・基盤づくり常任委員会における活動目標に掲げる事務事業を
中心に、議員間で論点を整理しました。
　これらを踏まえ、審査当日は各委員会を代表した質疑を行い、より良い
政策に向けた審査となるよう努めました。

　決算審査は、単に「いくら使ったか」を確認するだけではありません。
予算どおりに事業が行われたか、その事業に成果があったのか、課題
はないかを確認し、今後の事業や次の予算審査につなげます。

金山病院では、経営強化プランに基づき、外部の専門家の助言も受けながら、病床機能の
再編や組織体制の見直しなどを進めてきました。
一方、令和7年度も患者数や収益が減少し、厳しい経営状況が続いています。

～ 決算審査を振り返って ～ 予算決算常任委員長　中島ゆき子

令和7年度
決算の審査を行いました
市のお金が、くらしの向上につながっているか ̶̶ 
議会は「決算審査」を通して、確認し、次につなげています。

決算審査は
、

過去を振り
返り、

これからの
まちづくり

に

つなげる大
切な

役割です。

1 決算審査って、何をするの？

審査に先立ち、各自が決算資料を事前に精
査。各事業の決算額や前年度からの変化、事
業成果や課題などを確認し、質疑に向けた論
点を洗い出しました。

決算審査準備会を開催し、各自が抽出した論
点を持ち寄って協議。「議会として何を確認・
質すべきか」を所管分野ごとに整理しました。

整理した論点を基に委員会として質問をま
とめ、決算審査で市の考えを確認しました。

2 今年の決算審査は、こう進めました
❶事前準備・論点抽出 ❷常任委員会ごとに論点を整理 ❸委員会代表質問を準備し、審査へ

審査の前から、しっかり準備しています。

4 決算審査を今後の糧に！ 確認した課題を、次の議論へ。

「決算」は、終わったお金の話ではありません。
次の市政につなげるためのチェックです。

決算審査の流れ

予算
（計画）

事業を
実施

決算 議会が成果・
課題をチェック

改善・
見直し

次の
予算へ

●これまで進めてきた経営改善策は、実際の成果につ
ながっているのか。
●患者数の減少は、人口減少だけが原因なのか。病院
自身に改善すべき課題はないのか。

●一病棟化や病床機能の再編、医師・看護師の確保な
ど、改革に向けた基盤整備は進められてきました。
●一方で、患者数の減少や人件費の増加などから、収
支の改善には至っていません。
●市からは、人口減少だけではなく、病院の組織や運営
にも構造的な課題があるとの認識が示されました。

診療所化に向け、内部改革や地域との対話を進めてい
くとしています。
議会としては、診療所化後の経営や地域医療がどう変
わるのか、引き続き確認していきます。

3 実際に、こんな事を確認しました
金山病院  経営改善の取り組みは成果につながっているのか？金山病院  経営改善の取り組みは成果につながっているのか？

ここでは一部を紹介します。（左ページにも他の質問を掲載しています）

くらし・人づくり
常任委員会

？ 議会が確認したこと 審査で見えたこと 今後に向けて

今回の審査で明らかになった成果や課題は、決算を認定して終わりではありません。
その後、事業は改善されたのか、次の予算にどう反映されたのか。
議会は、今後の委員会活動や予算審査などを通して、引き続き確認していきます。

令和７年度決算の全体概要や
歳入・歳出などの主な数字は、
「広報げろ １０月号」 を
ご覧ください。

広報げろ１０月号はこちらから

▲家庭での備蓄の例

３　　下呂市議会だより 2026.11 No.90

G E R O  C I T Y  C O U N C I L

下呂市議会だより 2026.11 No.90　　２

G E R O  C I T Y  C O U N C I L

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
決
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
決
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
決
算
審
査
）

　
９
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
の
３
日
間
、

定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ
た
令
和
７
年
度

に
お
け
る
一
般
会
計
、７
つ
の
特
別
会
計
、

お
よ
び
４
つ
の
公
営
企
業
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
審
査
し
、
全
て
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

《
災
害
対
策
諸
経
費
》

（
地
域
で
の
防
災
減
災
活
動
へ
の
支
援
、

災
害
時
に
使
用
す
る
資
機
材
や
非
常
食
等

備
蓄
の
配
備
）

　
　
災
害
対
応
備
蓄
と
し
て
、「
行
政
が

用
意
す
べ
き
も
の
」
と 

「
市
民
や
地
域
が

用
意
す
べ
き
も
の
」
の
考
え
方
は
。

　
　
指
定
避
難
所
開
設
初
期
に
必
要
な
最

低
限
の
生
活
用
品
や
、
個
人
購
入
が
難
し

い
大
型
資
機
材
を
行
政
の
備
蓄
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
阿
寺
断
層
帯
地
震
の
想
定
避
難

者
数
を
基
準
に
、
発
災
後
３
日
間
を
し
の

ぐ
た
め
の
食
料
等
の
備
蓄
目
標
を
設
定
し

て
い
ま
す
が
、
行
政
で
必
要
量
を
全
て
備

え
る
の
は
困
難
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
身
近
な
消
耗
品
は
、
市
民

や
地
域
の
皆
さ
ま
で 

「
最
低
３
日
分
、
で

き
れ
ば
７
日
分
」
を
常
備
い
た
だ
く
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

《
高
等
学
校
等
通
学
費
補
助
事
業
》

（
高
校
通
学
に
係
る
ご
家
庭
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
、
通
学
支
援
を
目
的
に
補
助

金
を
交
付
）

　
　
対
象
者
の
う
ち
、
実
際
に
補
助
金
申

請
さ
れ
た
方
が
約
67
％
と
低
調
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
原
因
と
分
析
結
果
は
。

　
　
当
初
、Ｊ
Ｒ
や
路
線
バ
ス
利
用
に
よ

る
通
学
を
多
く
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
は
徒
歩
や
自
転
車
で
の
通
学
、
保

護
者
に
よ
る
送
迎
が
思
い
の
ほ
か
多
か
っ

た
こ
と
、
ま
た
申
請
手
続
き
が
原
則
、
電

子
申
請
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
年
度
は
、
事
前

に
調
査
を
行
い
、
可
能
な
限
り
通
学
方
法

の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
手
続
き
の

簡
素
化
を
進
め
、
申
請
率
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

《
ご
み
処
理
施
設
管
理
運
営
費
》

（
ご
み
処
理
施
設
運
営
に
要
す
る
光
熱
水

費
、
消
耗
品
費
、
各
種
業
務
委
託
料
等
）

　
　
施
設
の
老
朽
化
や
物
価
高
騰
に
伴
う

維
持
管
理
費
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

今
後
の
見
通
し
は
。

　
ま
た
、
ご
み
焼
却
用
燃
料
費
の
削
減
に

向
け
、
生
ご
み
の
水
切
り
が
有
効
と
考
え

る
が
、
そ
の
啓
発
は
。

　
　
ご
み
処
理
施
設
で
は
、
プ
ラ
ン
ト
メ

ー
カ
ー
と
作
成
し
た
20
年
間
の
補
修
計
画

に
基
づ
き
、
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
経
年
劣
化
や
予
防
保
全
に
よ
り

10
年
目
な
ど
の
大
規
模
更
新
時
に
多
額
の

費
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
事
前
の
協
議

調
整
に
よ
り
、
単
年
度
の
財
政
負
担
を
で

き
る
限
り
平
準
化
す
る
方
針
で
す
。

　
ま
た
、
生
ご
み
対
策
に
つ
い
て
は
、
啓

発
資
料
等
に
よ
り 

「
生
ご
み
の
水
切
り
」

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
生
ご
み

は
平
均
的
に
燃
え
る
ご
み
の
約
３
割
、
重

量
で
年
間
約
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
占

め
、
こ
れ
を
減
ら
す
の
が
減
量
化
の
有
効

な
手
段
で
あ
り
、
乾
燥 

・
軽
量
化
の
取
り

組
み
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

《
沿
道
伐
採
事
業
》

（
道
路
の
安
全
確
保
と
景
観
の
向
上
を
図

る
た
め
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

道
路
沿
い
で
過
度
に
成
長
し
た
立
木
の
伐

採
を
実
施
）

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
市
民

の
目
に
見
え
る
大
変
有
意
義
な
事
業
と
認

識
し
て
い
る
が
、
本
事
業
の
今
後
の
展
望

は
。

　
　
本
事
業
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
取

り
組
み
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
目
玉
事
業
と
し
て
位
置
付
け

て
お
り
、
今
後
も
年
間
２
０
０
０
万
円
か

ら
３
０
０
０
万
円
規
模
で
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
か
ら
の
要
望
へ
の
対
応
に

と
ど
ま
ら
ず
、
誰
が
見
て
も
木
が
繁
茂
し

て
い
る
国
道
や
県
道
、
主
要
な
市
道
の
沿

線
に
お
い
て
も
、
優
先
度
を
見
極
め
な
が

ら
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問答

問問 答

答

▲下呂市クリーンセンター

▲国道41号沿線での伐採後の状況

問答

　今年度も充実した決算審査とするため、予算決算常任委員会に先立って 
「決算審査準備会」を開催しました。準備会では、くらし ・人づくり常任委
員会、まち ・基盤づくり常任委員会における活動目標に掲げる事務事業を
中心に、議員間で論点を整理しました。
　これらを踏まえ、審査当日は各委員会を代表した質疑を行い、より良い
政策に向けた審査となるよう努めました。

　決算審査は、単に「いくら使ったか」を確認するだけではありません。
予算どおりに事業が行われたか、その事業に成果があったのか、課題
はないかを確認し、今後の事業や次の予算審査につなげます。

金山病院では、経営強化プランに基づき、外部の専門家の助言も受けながら、病床機能の
再編や組織体制の見直しなどを進めてきました。
一方、令和7年度も患者数や収益が減少し、厳しい経営状況が続いています。

～ 決算審査を振り返って ～ 予算決算常任委員長　中島ゆき子

令和7年度
決算の審査を行いました
市のお金が、くらしの向上につながっているか ̶̶ 
議会は「決算審査」を通して、確認し、次につなげています。

決算審査は
、

過去を振り
返り、

これからの
まちづくり

に

つなげる大
切な

役割です。

1 決算審査って、何をするの？

審査に先立ち、各自が決算資料を事前に精
査。各事業の決算額や前年度からの変化、事
業成果や課題などを確認し、質疑に向けた論
点を洗い出しました。

決算審査準備会を開催し、各自が抽出した論
点を持ち寄って協議。「議会として何を確認・
質すべきか」を所管分野ごとに整理しました。

整理した論点を基に委員会として質問をま
とめ、決算審査で市の考えを確認しました。

2 今年の決算審査は、こう進めました
❶事前準備・論点抽出 ❷常任委員会ごとに論点を整理 ❸委員会代表質問を準備し、審査へ

審査の前から、しっかり準備しています。

4 決算審査を今後の糧に！ 確認した課題を、次の議論へ。

「決算」は、終わったお金の話ではありません。
次の市政につなげるためのチェックです。

決算審査の流れ

予算
（計画）

事業を
実施

決算 議会が成果・
課題をチェック

改善・
見直し

次の
予算へ

●これまで進めてきた経営改善策は、実際の成果につ
ながっているのか。
●患者数の減少は、人口減少だけが原因なのか。病院
自身に改善すべき課題はないのか。

●一病棟化や病床機能の再編、医師・看護師の確保な
ど、改革に向けた基盤整備は進められてきました。
●一方で、患者数の減少や人件費の増加などから、収
支の改善には至っていません。
●市からは、人口減少だけではなく、病院の組織や運営
にも構造的な課題があるとの認識が示されました。

診療所化に向け、内部改革や地域との対話を進めてい
くとしています。
議会としては、診療所化後の経営や地域医療がどう変
わるのか、引き続き確認していきます。

3 実際に、こんな事を確認しました
金山病院  経営改善の取り組みは成果につながっているのか？金山病院  経営改善の取り組みは成果につながっているのか？

ここでは一部を紹介します。（左ページにも他の質問を掲載しています）

くらし・人づくり
常任委員会

？ 議会が確認したこと 審査で見えたこと 今後に向けて

今回の審査で明らかになった成果や課題は、決算を認定して終わりではありません。
その後、事業は改善されたのか、次の予算にどう反映されたのか。
議会は、今後の委員会活動や予算審査などを通して、引き続き確認していきます。

令和７年度決算の全体概要や
歳入・歳出などの主な数字は、
「広報げろ １０月号」 を
ご覧ください。

広報げろ１０月号はこちらから

▲家庭での備蓄の例
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9月定例会の報告
　８月27日から９月25日までの30日間において、令和８年第４回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、６月の豪雨で被災した公共土木施設の復旧のための測量設計等に係る補正予算の専決処分の承認、下呂市火葬場基幹的設備改良工
事請負契約の締結、アートプロジェクト事業等に係る補正予算について可決しました。
　また、最終日には、条例改廃、一般会計・特別会計 ・企業会計に係る補正予算、下呂大橋 ・下呂大橋歩道橋長寿命化補修工事請負契約の締結、
令和７年度の各会計決算などについて可決 ・認定しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。

　（右の二次元コードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】　

○報告案件

可　決
（全会一致）

専決処分の承認について（令和８年度下呂市一般会計補正予算（第４号））
下呂市火葬場基幹的設備改良工事請負契約の締結について
令和８年度下呂市一般会計補正予算（第５号）
下呂市認可地縁団体の印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について
児童福祉法等の一部を改正する内閣府令に伴う関係条例の一部を改正する条例について
下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
児童福祉・子ども子育て関係の基準府省令の一部改正に伴う関係条例の一部を改正する条例について
下呂市立休日診療所設置条例を廃止する条例について
下呂市育英資金条例の一部を改正する条例について
下呂市の執務時間を定める条例を廃止する条例について
地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例について
下呂市附属機関設置条例及び下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市体育施設条例の一部を改正する条例について
下呂市分担金徴収条例の一部を改正する条例について
令和８年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について
令和８年度下呂市一般会計補正予算（第６号）
令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和８年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第１号）
令和８年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第１号）
令和８年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第1 号）
令和８年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市一般会計決算の認定について
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市下呂財産区特別会計決算の認定について
令和７年度下呂市学校給食費特別会計決算の認定について
令和７年度下呂市水道事業会計決算の認定について
令和７年度下呂市下水道事業会計決算の認定について
令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計決算の認定について
令和７年度下呂市立金山病院事業会計決算の認定について
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承認（全会一致）
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議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（追加提出）】

令和７年度下呂市一般会計繰越明許費繰越計算書の訂正について
健全化判断比率の報告について
資金不足比率の報告について
放棄した債権の報告について
一般財団法人下呂ふるさと文化財団の経営状況の報告について

議　　　案　　　名

下呂大橋・下呂大橋歩道橋長寿命化補修工事請負契約の締結について
令和８年度下呂市一般会計補正予算（第７号） ―

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。
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問答

問答

▲金山リバーサイドスポーツセンター

９月定例会の議案審議の詳細
議第90号
令和８年度下呂市一般会計補正予算（第６号）

【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●物価高騰対策に係る補正　19,323千円増
　（国庫補助 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
19,833千円充当）
　●令和８年10月～12月の給食費を無償化　12,415千円
　　保育所運営費（市営）、保育所公設民営事業、学校給食
　費負担軽減支援事業（下呂特別支援学校を含む中学生）
　●補助事業の対応件数拡大
　　家庭向けLED照明器具購入費補助金　4,000千円
　　中小企業持続化補助金　1,508千円
　　経営維持及び事業拡大の取組支援
　　中小企業等省エネ対策設備導入補助金　1,400千円
　　既存照明のLED化支援

●観光振興費　温泉保護費　22,332千円増
　（入湯税活用事業基金繰入金　22,332千円充当）
　下呂温泉事業協
同組合が行う温泉
供給設備省エネ
化に係る改修費用
への温泉保護対
策補助金の増

●都市計画総務費
　上ケ平地区健康と福祉・スポーツと文化創造拠点整備事業
24,232千円増

　あさぎりサニーランド移転予定地（上ケ平）造成工事におけ
る調整池設計及び換地業務の追加に伴う委託料

下呂温泉事業協同組合

議案審議の詳細
令和８年９月25日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和８年8月27日
（定例会初日）

★二次元コードから９月定例会の議案の
　提案説明から採決までの映像を動画共有
　サービス「ＹｏｕTｕｂｅ」にて視聴できます。５　　下呂市議会だより 2026.11 No.90 下呂市議会だより 2026.11 No.90　　４

G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

9月定例会の報告
　８月27日から９月25日までの30日間において、令和８年第４回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、６月の豪雨で被災した公共土木施設の復旧のための測量設計等に係る補正予算の専決処分の承認、下呂市火葬場基幹的設備改良工
事請負契約の締結、アートプロジェクト事業等に係る補正予算について可決しました。
　また、最終日には、条例改廃、一般会計・特別会計 ・企業会計に係る補正予算、下呂大橋 ・下呂大橋歩道橋長寿命化補修工事請負契約の締結、
令和７年度の各会計決算などについて可決 ・認定しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。

　（右の二次元コードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】　

○報告案件

可　決
（全会一致）

専決処分の承認について（令和８年度下呂市一般会計補正予算（第４号））
下呂市火葬場基幹的設備改良工事請負契約の締結について
令和８年度下呂市一般会計補正予算（第５号）
下呂市認可地縁団体の印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について
児童福祉法等の一部を改正する内閣府令に伴う関係条例の一部を改正する条例について
下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
児童福祉・子ども子育て関係の基準府省令の一部改正に伴う関係条例の一部を改正する条例について
下呂市立休日診療所設置条例を廃止する条例について
下呂市育英資金条例の一部を改正する条例について
下呂市の執務時間を定める条例を廃止する条例について
地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例について
下呂市附属機関設置条例及び下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市体育施設条例の一部を改正する条例について
下呂市分担金徴収条例の一部を改正する条例について
令和８年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について
令和８年度下呂市一般会計補正予算（第６号）
令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和８年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第１号）
令和８年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第１号）
令和８年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第1 号）
令和８年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市一般会計決算の認定について
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市下呂財産区特別会計決算の認定について
令和７年度下呂市学校給食費特別会計決算の認定について
令和７年度下呂市水道事業会計決算の認定について
令和７年度下呂市下水道事業会計決算の認定について
令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計決算の認定について
令和７年度下呂市立金山病院事業会計決算の認定について
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一般財団法人下呂ふるさと文化財団の経営状況の報告について
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▲金山リバーサイドスポーツセンター

９月定例会の議案審議の詳細
議第90号
令和８年度下呂市一般会計補正予算（第６号）

【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●物価高騰対策に係る補正　19,323千円増
　（国庫補助 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
19,833千円充当）
　●令和８年10月～12月の給食費を無償化　12,415千円
　　保育所運営費（市営）、保育所公設民営事業、学校給食
　費負担軽減支援事業（下呂特別支援学校を含む中学生）
　●補助事業の対応件数拡大
　　家庭向けLED照明器具購入費補助金　4,000千円
　　中小企業持続化補助金　1,508千円
　　経営維持及び事業拡大の取組支援
　　中小企業等省エネ対策設備導入補助金　1,400千円
　　既存照明のLED化支援

●観光振興費　温泉保護費　22,332千円増
　（入湯税活用事業基金繰入金　22,332千円充当）
　下呂温泉事業協
同組合が行う温泉
供給設備省エネ
化に係る改修費用
への温泉保護対
策補助金の増

●都市計画総務費
　上ケ平地区健康と福祉・スポーツと文化創造拠点整備事業
24,232千円増

　あさぎりサニーランド移転予定地（上ケ平）造成工事におけ
る調整池設計及び換地業務の追加に伴う委託料

下呂温泉事業協同組合

議案審議の詳細
令和８年９月25日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和８年8月27日
（定例会初日）

★二次元コードから９月定例会の議案の
　提案説明から採決までの映像を動画共有
　サービス「ＹｏｕTｕｂｅ」にて視聴できます。



５　　下呂市議会だより 2026.11 No.90 下呂市議会だより 2026.11 No.90　　４

G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

9月定例会の報告
　８月27日から９月25日までの30日間において、令和８年第４回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、６月の豪雨で被災した公共土木施設の復旧のための測量設計等に係る補正予算の専決処分の承認、下呂市火葬場基幹的設備改良工
事請負契約の締結、アートプロジェクト事業等に係る補正予算について可決しました。
　また、最終日には、条例改廃、一般会計・特別会計 ・企業会計に係る補正予算、下呂大橋 ・下呂大橋歩道橋長寿命化補修工事請負契約の締結、
令和７年度の各会計決算などについて可決 ・認定しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。

　（右の二次元コードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】　

○報告案件

可　決
（全会一致）

専決処分の承認について（令和８年度下呂市一般会計補正予算（第４号））
下呂市火葬場基幹的設備改良工事請負契約の締結について
令和８年度下呂市一般会計補正予算（第５号）
下呂市認可地縁団体の印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について
児童福祉法等の一部を改正する内閣府令に伴う関係条例の一部を改正する条例について
下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
児童福祉・子ども子育て関係の基準府省令の一部改正に伴う関係条例の一部を改正する条例について
下呂市立休日診療所設置条例を廃止する条例について
下呂市育英資金条例の一部を改正する条例について
下呂市の執務時間を定める条例を廃止する条例について
地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例について
下呂市附属機関設置条例及び下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市体育施設条例の一部を改正する条例について
下呂市分担金徴収条例の一部を改正する条例について
令和８年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について
令和８年度下呂市一般会計補正予算（第６号）
令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和８年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第１号）
令和８年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第１号）
令和８年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第1 号）
令和８年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市一般会計決算の認定について
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市下呂財産区特別会計決算の認定について
令和７年度下呂市学校給食費特別会計決算の認定について
令和７年度下呂市水道事業会計決算の認定について
令和７年度下呂市下水道事業会計決算の認定について
令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計決算の認定について
令和７年度下呂市立金山病院事業会計決算の認定について

―
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（全会一致）

可　決
（全会一致）
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―

可決（全会一致）

承認（全会一致）

可決（全会一致）

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（追加提出）】

令和７年度下呂市一般会計繰越明許費繰越計算書の訂正について
健全化判断比率の報告について
資金不足比率の報告について
放棄した債権の報告について
一般財団法人下呂ふるさと文化財団の経営状況の報告について

議　　　案　　　名

下呂大橋・下呂大橋歩道橋長寿命化補修工事請負契約の締結について
令和８年度下呂市一般会計補正予算（第７号） ―

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。
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９
月
15
日
、
定
例
会
初
日
に
審
査
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付

託
さ
れ
た
10
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
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査
し
ま
し
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。
審
査
の
結
果
、
全
て
可
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す
べ
き
も
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と
決
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ま
し
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主
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審

査
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次
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新
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声
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が
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で
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的
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修
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を
迎
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上
で
、
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次
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り
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で
い
き
ま
す
。

問答

問答

▲金山リバーサイドスポーツセンター

９月定例会の議案審議の詳細
議第90号
令和８年度下呂市一般会計補正予算（第６号）

【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●物価高騰対策に係る補正　19,323千円増
　（国庫補助 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
19,833千円充当）
　●令和８年10月～12月の給食費を無償化　12,415千円
　　保育所運営費（市営）、保育所公設民営事業、学校給食
　費負担軽減支援事業（下呂特別支援学校を含む中学生）
　●補助事業の対応件数拡大
　　家庭向けLED照明器具購入費補助金　4,000千円
　　中小企業持続化補助金　1,508千円
　　経営維持及び事業拡大の取組支援
　　中小企業等省エネ対策設備導入補助金　1,400千円
　　既存照明のLED化支援

●観光振興費　温泉保護費　22,332千円増
　（入湯税活用事業基金繰入金　22,332千円充当）
　下呂温泉事業協
同組合が行う温泉
供給設備省エネ
化に係る改修費用
への温泉保護対
策補助金の増

●都市計画総務費
　上ケ平地区健康と福祉・スポーツと文化創造拠点整備事業
24,232千円増

　あさぎりサニーランド移転予定地（上ケ平）造成工事におけ
る調整池設計及び換地業務の追加に伴う委託料

下呂温泉事業協同組合

議案審議の詳細
令和８年９月25日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和８年8月27日
（定例会初日）

★二次元コードから９月定例会の議案の
　提案説明から採決までの映像を動画共有
　サービス「ＹｏｕTｕｂｅ」にて視聴できます。５　　下呂市議会だより 2026.11 No.90 下呂市議会だより 2026.11 No.90　　４

G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

9月定例会の報告
　８月27日から９月25日までの30日間において、令和８年第４回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、６月の豪雨で被災した公共土木施設の復旧のための測量設計等に係る補正予算の専決処分の承認、下呂市火葬場基幹的設備改良工
事請負契約の締結、アートプロジェクト事業等に係る補正予算について可決しました。
　また、最終日には、条例改廃、一般会計・特別会計 ・企業会計に係る補正予算、下呂大橋 ・下呂大橋歩道橋長寿命化補修工事請負契約の締結、
令和７年度の各会計決算などについて可決 ・認定しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。

　（右の二次元コードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】　

○報告案件

可　決
（全会一致）

専決処分の承認について（令和８年度下呂市一般会計補正予算（第４号））
下呂市火葬場基幹的設備改良工事請負契約の締結について
令和８年度下呂市一般会計補正予算（第５号）
下呂市認可地縁団体の印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について
児童福祉法等の一部を改正する内閣府令に伴う関係条例の一部を改正する条例について
下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
児童福祉・子ども子育て関係の基準府省令の一部改正に伴う関係条例の一部を改正する条例について
下呂市立休日診療所設置条例を廃止する条例について
下呂市育英資金条例の一部を改正する条例について
下呂市の執務時間を定める条例を廃止する条例について
地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例について
下呂市附属機関設置条例及び下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市体育施設条例の一部を改正する条例について
下呂市分担金徴収条例の一部を改正する条例について
令和８年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について
令和８年度下呂市一般会計補正予算（第６号）
令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和８年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第２号）
令和８年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第１号）
令和８年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第１号）
令和８年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第1 号）
令和８年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第１号）
令和７年度下呂市一般会計決算の認定について
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）決算の認定について
令和７年度下呂市下呂財産区特別会計決算の認定について
令和７年度下呂市学校給食費特別会計決算の認定について
令和７年度下呂市水道事業会計決算の認定について
令和７年度下呂市下水道事業会計決算の認定について
令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計決算の認定について
令和７年度下呂市立金山病院事業会計決算の認定について
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可決（全会一致）

承認（全会一致）

可決（全会一致）

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（追加提出）】

令和７年度下呂市一般会計繰越明許費繰越計算書の訂正について
健全化判断比率の報告について
資金不足比率の報告について
放棄した債権の報告について
一般財団法人下呂ふるさと文化財団の経営状況の報告について

議　　　案　　　名

下呂大橋・下呂大橋歩道橋長寿命化補修工事請負契約の締結について
令和８年度下呂市一般会計補正予算（第７号） ―

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果
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案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。
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予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
補
正
予
算
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
補
正
予
算
審
査
）

　
９
月
15
日
、
定
例
会
初
日
に
審
査
を
付

託
さ
れ
た
10
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
全
て
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主
な
審

査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
医
師
招
へ
い
事
業
》

（
下
呂
温
泉
病
院
の
常
勤
麻
酔
科
医
師
着

任
に
伴
う 

「
全
身
麻
酔
管
理
シ
ス
テ
ム
」

更
新
に
当
た
り
、
地
域
医
療
確
保
施
設
設

備
整
備
補
助
金
を
交
付
す
る
た
め
の
補

正
）

　
　
全
身
麻
酔
管
理
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に

よ
り
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る

の
か
。

　
　
最
新
の
シ
ス
テ
ム
に
更
新
す
る
こ
と

で
、
よ
り
安
全
で
質
の
高
い
麻
酔
管
理
が

可
能
と
な
る
ほ
か
、
安
定
的
な
救
急
医
療

体
制
の
充
実 

・
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
元
気
で
は
つ
ら
つ
増
進
施
設
管
理
運
営

事
業
》

（
上
ヶ
平
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
お
よ
び
金
山
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
和
式
ト
イ
レ

を
洋
式
に
改
修
す
る
こ
と
で
、
施
設
利
用

の
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
の
補
正
）

　
　
両
施
設
に
つ
い
て
は
、
ト
イ
レ
の
洋

式
化
だ
け
で
な
く
、
今
後
も
利
用
者
の
声

を
反
映
し
な
が
ら
順
次
改
修
を
進
め
て
い

く
の
か
。

　
　
上
ヶ
平
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
は
築
31
年
、

金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

は
築
33
年
を
経
過
し
、
共
に
機
械
設
備
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
施
設
の
全
体

的
な
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る
た
め
、
改

修
計
画
を
策
定
し
た
上
で
、
順
次
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問答

問答

▲金山リバーサイドスポーツセンター

９月定例会の議案審議の詳細
議第90号
令和８年度下呂市一般会計補正予算（第６号）

【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●物価高騰対策に係る補正　19,323千円増
　（国庫補助 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
19,833千円充当）
　●令和８年10月～12月の給食費を無償化　12,415千円
　　保育所運営費（市営）、保育所公設民営事業、学校給食
　費負担軽減支援事業（下呂特別支援学校を含む中学生）
　●補助事業の対応件数拡大
　　家庭向けLED照明器具購入費補助金　4,000千円
　　中小企業持続化補助金　1,508千円
　　経営維持及び事業拡大の取組支援
　　中小企業等省エネ対策設備導入補助金　1,400千円
　　既存照明のLED化支援

●観光振興費　温泉保護費　22,332千円増
　（入湯税活用事業基金繰入金　22,332千円充当）
　下呂温泉事業協
同組合が行う温泉
供給設備省エネ
化に係る改修費用
への温泉保護対
策補助金の増

●都市計画総務費
　上ケ平地区健康と福祉・スポーツと文化創造拠点整備事業
24,232千円増

　あさぎりサニーランド移転予定地（上ケ平）造成工事におけ
る調整池設計及び換地業務の追加に伴う委託料

下呂温泉事業協同組合

議案審議の詳細
令和８年９月25日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和８年8月27日
（定例会初日）

★二次元コードから９月定例会の議案の
　提案説明から採決までの映像を動画共有
　サービス「ＹｏｕTｕｂｅ」にて視聴できます。



□
□
在宅介護支援の拡充

地域における移動支援事業と行政支援

□
□
中小企業・小規模企業への支援

市民への確実な情報伝達方法

□ 複合災害への危機管理と学校空調整備
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市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

９月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

中
島
ゆ
き
子

大
西
尚
子

鷲
見
昌
己

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

高
井
範
和

下
平
裕
次
郎

加
藤
久
人

田
口
琢
弥

桂
川
融
己

森

　哲
士

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

今
井
政
良

田
中
喜
登

□
□
自治会運営の透明性確保と市の支援

大型整備事業と街の景観

□
□
不良空き家の予防と所有者責任の強化

交通空白地解消に向けたライドシェア
活用

□
□
命を守る泳力習得に必要な環境整備

令和８年度事業の進捗状況

□
□
地震による避難体制の改善

市役所の宿日直業務の見直し

□
□
中学校の部活動における現状と課題

民生委員児童委員の活動環境の改善

□
□
オーガニックビレッジ宣言の進捗状況

「生きる力」を育む防災教育の推進

□
□
□

文化・歴史資源の継承と文化政策

温泉資源を活かした地域づくり

ＤＸ推進を支える庁内通信環境

□
□
□

ふるさと農道の管理

白草山登山者への対応

下呂振興事務所竹原支所の職員体制

く
ら
し
・
人
づ
く
り

常

任

委

員

会

く
ら
し
・
人
づ
く
り

常

任

委

員

会

く
ら
し
・
人
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
９
月
10
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
６
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
育
英
資
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
国
の
児
童
手
当
や
県
の
奨
学
給
付
金
が

拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
基
金
の
役
割

を 

「
経
済
的
支
援
」
か
ら 

「
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
」
へ
と
転
換
す
る
た
め
の
改
正

で
、
海
外
研
修
を
行
う
中
学
生 

・
高
校
生

へ
の
資
金
貸
与
に
一
本
化
し
、
支
援
の
充

実
を
図
る
も
の
）

　
　
具
体
的
な
金
額
や
貸
与
の
内
容
、
ま

た
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
数
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　
　
海
外
研
修
派
遣
に
お
い
て
、
１
人
当

た
り
20
万
円
の
補
助
、
こ
れ
と
は
別
に
30

万
円
の
貸
与
が
で
き
る
制
度
と
な
り
ま

す
。
昨
年
度
の
貸
与
実
績
は
３
名
で
し
た

が
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
貸
し
出
し
が

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

問答
委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

ま
ち
・
基
盤
づ
く
り

常

任

委

員

会

ま
ち
・
基
盤
づ
く
り

常

任

委

員

会

ま
ち
・
基
盤
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
９
月
14
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
６
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
の
執
務
時
間
を
定
め
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
業

務
効
率
化
お
よ
び
職
員
の
働
き
方
改
革
を

推
進
す
る
た
め
、
窓
口
の
受
付
時
間
を
短

縮
し
、
今
後
の
運
用
変
更
な
ど
を
規
則
で

柔
軟
に
定
め
ら
れ
る
よ
う
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
）

　
　
規
則
で
定
め
る
主
な
内
容
は
何
か
。

ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
職
員
の
時
間
外
勤
務

は
減
る
の
か
。

　
　
職
員
の
執
務
時
間
は
、
従
来
ど
お
り

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

と
し
、
窓
口
の
受
付
時
間
を
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
に
短
縮
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
受
付
時
間
開
始
前
の
準
備

や
受
付
時
間

終
了
後
の
残

務
処
理
を
正

規
の
執
務
時

間
内
で
行
え

る
よ
う
に
し
、

時
間
外
勤
務

の
削
減
を
図

り
ま
す
。

問答

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

　
な
お
、
本
年
12
月
１
日
か
ら
の
試
行
期

間
中
は
、
窓
口
受
付
時
間
外
の
来
訪
者
に

対
し
て
も
書
類
預
か
り
な
ど
で
柔
軟
に
対

応
し
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
の
本
格
運
用

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

《
下
呂
市
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
農
林
業
施

設
の
迅
速
な
復
旧
を
行
う
と
と
も
に
、
生

活
道
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
農
道
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
事
業
に
お
け
る
分
担
金
の
軽

減
を
図
り
、
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
林
道
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
、
維
持

管
理
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
で
分
担

金
を
免
除
と
す
る
の
か
。
ま
た
、
管
理
不

足
で
荒
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
、
災
害

以
外
の
原
因
に
よ
る
も
の
は
、
ど
う
扱
う

か
判
断
基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
災
害
は
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
発
生
す

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
分
担
金
は
徴
収
し

な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
分
担
金
免
除
の
対
象
は
あ
く

ま
で
も
公
共
災
害
復
旧
事
業
に
か
か
わ
る

部
分
で
あ
り
、
通
常
の
維
持
管
理
を
怠
っ

た
こ
と
に
よ
る
荒
廃
な
ど
は
、
免
除
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

問答

　
７
月
27
日
、
議
会
基
本
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
、議
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、

議
員
全
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
当
市
議
会
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
る
髙
沖
秀
宣
氏 

（
自
治
体
議

会
研
究
所
代
表 

・
元
三
重
県
議
会
事
務
局

次
長
）
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、『
政

治
倫
理
の
確
立
に
向
け
て
〜
信
頼
さ
れ
る

議
会
運
営
と
議
員
活
動
の
指
針
〜
』
を
テ

ー
マ
に
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
市
議
会
で
は
、
令
和
９
年
度
当
初
か

ら
の 

「
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
」
の
施

行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
先
立
ち
、

議
会
議
員
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
を
改
め

て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
課
せ
ら
れ
る
法

的
義
務
等
に
つ
い
て
学
ぶ
有
意
義
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

議
会
改
革
研
修
会
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

□
□
在宅介護支援の拡充

地域における移動支援事業と行政支援

□
□
中小企業・小規模企業への支援

市民への確実な情報伝達方法

□ 複合災害への危機管理と学校空調整備
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市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

９月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

中
島
ゆ
き
子

大
西
尚
子

鷲
見
昌
己

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

高
井
範
和

下
平
裕
次
郎

加
藤
久
人

田
口
琢
弥

桂
川
融
己

森

　哲
士

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

今
井
政
良

田
中
喜
登

□
□
自治会運営の透明性確保と市の支援

大型整備事業と街の景観

□
□
不良空き家の予防と所有者責任の強化

交通空白地解消に向けたライドシェア
活用

□
□
命を守る泳力習得に必要な環境整備

令和８年度事業の進捗状況

□
□
地震による避難体制の改善

市役所の宿日直業務の見直し

□
□
中学校の部活動における現状と課題

民生委員児童委員の活動環境の改善

□
□
オーガニックビレッジ宣言の進捗状況

「生きる力」を育む防災教育の推進

□
□
□

文化・歴史資源の継承と文化政策

温泉資源を活かした地域づくり

ＤＸ推進を支える庁内通信環境

□
□
□

ふるさと農道の管理

白草山登山者への対応

下呂振興事務所竹原支所の職員体制

く
ら
し
・
人
づ
く
り

常

任

委

員

会

く
ら
し
・
人
づ
く
り

常

任

委

員

会

く
ら
し
・
人
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
９
月
10
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
６
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
育
英
資
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
国
の
児
童
手
当
や
県
の
奨
学
給
付
金
が

拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
基
金
の
役
割

を 

「
経
済
的
支
援
」
か
ら 

「
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
」
へ
と
転
換
す
る
た
め
の
改
正

で
、
海
外
研
修
を
行
う
中
学
生 

・
高
校
生

へ
の
資
金
貸
与
に
一
本
化
し
、
支
援
の
充

実
を
図
る
も
の
）

　
　
具
体
的
な
金
額
や
貸
与
の
内
容
、
ま

た
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
数
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　
　
海
外
研
修
派
遣
に
お
い
て
、
１
人
当

た
り
20
万
円
の
補
助
、
こ
れ
と
は
別
に
30

万
円
の
貸
与
が
で
き
る
制
度
と
な
り
ま

す
。
昨
年
度
の
貸
与
実
績
は
３
名
で
し
た

が
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
貸
し
出
し
が

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

問答
委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

ま
ち
・
基
盤
づ
く
り

常

任

委

員

会

ま
ち
・
基
盤
づ
く
り

常

任

委

員

会

ま
ち
・
基
盤
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
９
月
14
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
６
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
の
執
務
時
間
を
定
め
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
業

務
効
率
化
お
よ
び
職
員
の
働
き
方
改
革
を

推
進
す
る
た
め
、
窓
口
の
受
付
時
間
を
短

縮
し
、
今
後
の
運
用
変
更
な
ど
を
規
則
で

柔
軟
に
定
め
ら
れ
る
よ
う
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
）

　
　
規
則
で
定
め
る
主
な
内
容
は
何
か
。

ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
職
員
の
時
間
外
勤
務

は
減
る
の
か
。

　
　
職
員
の
執
務
時
間
は
、
従
来
ど
お
り

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

と
し
、
窓
口
の
受
付
時
間
を
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
に
短
縮
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
受
付
時
間
開
始
前
の
準
備

や
受
付
時
間

終
了
後
の
残

務
処
理
を
正

規
の
執
務
時

間
内
で
行
え

る
よ
う
に
し
、

時
間
外
勤
務

の
削
減
を
図

り
ま
す
。

問答

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

　
な
お
、
本
年
12
月
１
日
か
ら
の
試
行
期

間
中
は
、
窓
口
受
付
時
間
外
の
来
訪
者
に

対
し
て
も
書
類
預
か
り
な
ど
で
柔
軟
に
対

応
し
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
の
本
格
運
用

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

《
下
呂
市
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
農
林
業
施

設
の
迅
速
な
復
旧
を
行
う
と
と
も
に
、
生

活
道
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
農
道
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
事
業
に
お
け
る
分
担
金
の
軽

減
を
図
り
、
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
林
道
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
、
維
持

管
理
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
で
分
担

金
を
免
除
と
す
る
の
か
。
ま
た
、
管
理
不

足
で
荒
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
、
災
害

以
外
の
原
因
に
よ
る
も
の
は
、
ど
う
扱
う

か
判
断
基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
災
害
は
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
発
生
す

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
分
担
金
は
徴
収
し

な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
分
担
金
免
除
の
対
象
は
あ
く

ま
で
も
公
共
災
害
復
旧
事
業
に
か
か
わ
る

部
分
で
あ
り
、
通
常
の
維
持
管
理
を
怠
っ

た
こ
と
に
よ
る
荒
廃
な
ど
は
、
免
除
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

問答

　
７
月
27
日
、
議
会
基
本
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
、議
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、

議
員
全
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
当
市
議
会
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
る
髙
沖
秀
宣
氏 

（
自
治
体
議

会
研
究
所
代
表 

・
元
三
重
県
議
会
事
務
局

次
長
）
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、『
政

治
倫
理
の
確
立
に
向
け
て
〜
信
頼
さ
れ
る

議
会
運
営
と
議
員
活
動
の
指
針
〜
』
を
テ

ー
マ
に
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
市
議
会
で
は
、
令
和
９
年
度
当
初
か

ら
の 

「
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
」
の
施

行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
先
立
ち
、

議
会
議
員
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
を
改
め

て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
課
せ
ら
れ
る
法

的
義
務
等
に
つ
い
て
学
ぶ
有
意
義
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

議
会
改
革
研
修
会
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た



□
□
在宅介護支援の拡充

地域における移動支援事業と行政支援

□
□
中小企業・小規模企業への支援

市民への確実な情報伝達方法

□ 複合災害への危機管理と学校空調整備
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市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

９月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

中
島
ゆ
き
子

大
西
尚
子

鷲
見
昌
己

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

高
井
範
和

下
平
裕
次
郎

加
藤
久
人

田
口
琢
弥

桂
川
融
己

森

　哲
士

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

今
井
政
良

田
中
喜
登

□
□
自治会運営の透明性確保と市の支援

大型整備事業と街の景観

□
□
不良空き家の予防と所有者責任の強化

交通空白地解消に向けたライドシェア
活用

□
□
命を守る泳力習得に必要な環境整備

令和８年度事業の進捗状況

□
□
地震による避難体制の改善

市役所の宿日直業務の見直し

□
□
中学校の部活動における現状と課題

民生委員児童委員の活動環境の改善

□
□
オーガニックビレッジ宣言の進捗状況

「生きる力」を育む防災教育の推進

□
□
□

文化・歴史資源の継承と文化政策

温泉資源を活かした地域づくり

ＤＸ推進を支える庁内通信環境

□
□
□

ふるさと農道の管理

白草山登山者への対応

下呂振興事務所竹原支所の職員体制

く
ら
し
・
人
づ
く
り

常

任

委

員

会

く
ら
し
・
人
づ
く
り

常

任

委

員

会

く
ら
し
・
人
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
９
月
10
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
６
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
育
英
資
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
国
の
児
童
手
当
や
県
の
奨
学
給
付
金
が

拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
基
金
の
役
割

を 

「
経
済
的
支
援
」
か
ら 

「
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
」
へ
と
転
換
す
る
た
め
の
改
正

で
、
海
外
研
修
を
行
う
中
学
生 

・
高
校
生

へ
の
資
金
貸
与
に
一
本
化
し
、
支
援
の
充

実
を
図
る
も
の
）

　
　
具
体
的
な
金
額
や
貸
与
の
内
容
、
ま

た
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
数
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　
　
海
外
研
修
派
遣
に
お
い
て
、
１
人
当

た
り
20
万
円
の
補
助
、
こ
れ
と
は
別
に
30

万
円
の
貸
与
が
で
き
る
制
度
と
な
り
ま

す
。
昨
年
度
の
貸
与
実
績
は
３
名
で
し
た

が
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
貸
し
出
し
が

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

問答
委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

ま
ち
・
基
盤
づ
く
り

常

任

委

員

会

ま
ち
・
基
盤
づ
く
り

常

任

委

員

会

ま
ち
・
基
盤
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
９
月
14
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
６
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
の
執
務
時
間
を
定
め
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
業

務
効
率
化
お
よ
び
職
員
の
働
き
方
改
革
を

推
進
す
る
た
め
、
窓
口
の
受
付
時
間
を
短

縮
し
、
今
後
の
運
用
変
更
な
ど
を
規
則
で

柔
軟
に
定
め
ら
れ
る
よ
う
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
）

　
　
規
則
で
定
め
る
主
な
内
容
は
何
か
。

ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
職
員
の
時
間
外
勤
務

は
減
る
の
か
。

　
　
職
員
の
執
務
時
間
は
、
従
来
ど
お
り

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

と
し
、
窓
口
の
受
付
時
間
を
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
に
短
縮
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
受
付
時
間
開
始
前
の
準
備

や
受
付
時
間

終
了
後
の
残

務
処
理
を
正

規
の
執
務
時

間
内
で
行
え

る
よ
う
に
し
、

時
間
外
勤
務

の
削
減
を
図

り
ま
す
。

問答

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

　
な
お
、
本
年
12
月
１
日
か
ら
の
試
行
期

間
中
は
、
窓
口
受
付
時
間
外
の
来
訪
者
に

対
し
て
も
書
類
預
か
り
な
ど
で
柔
軟
に
対

応
し
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
の
本
格
運
用

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

《
下
呂
市
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
農
林
業
施

設
の
迅
速
な
復
旧
を
行
う
と
と
も
に
、
生

活
道
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
農
道
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
事
業
に
お
け
る
分
担
金
の
軽

減
を
図
り
、
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
林
道
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
、
維
持

管
理
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
で
分
担

金
を
免
除
と
す
る
の
か
。
ま
た
、
管
理
不

足
で
荒
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
、
災
害

以
外
の
原
因
に
よ
る
も
の
は
、
ど
う
扱
う

か
判
断
基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
災
害
は
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
発
生
す

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
分
担
金
は
徴
収
し

な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
分
担
金
免
除
の
対
象
は
あ
く

ま
で
も
公
共
災
害
復
旧
事
業
に
か
か
わ
る

部
分
で
あ
り
、
通
常
の
維
持
管
理
を
怠
っ

た
こ
と
に
よ
る
荒
廃
な
ど
は
、
免
除
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

問答

　
７
月
27
日
、
議
会
基
本
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
、議
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、

議
員
全
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
当
市
議
会
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
る
髙
沖
秀
宣
氏 

（
自
治
体
議

会
研
究
所
代
表 

・
元
三
重
県
議
会
事
務
局

次
長
）
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、『
政

治
倫
理
の
確
立
に
向
け
て
〜
信
頼
さ
れ
る

議
会
運
営
と
議
員
活
動
の
指
針
〜
』
を
テ

ー
マ
に
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
市
議
会
で
は
、
令
和
９
年
度
当
初
か

ら
の 

「
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
」
の
施

行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
先
立
ち
、

議
会
議
員
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
を
改
め

て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
課
せ
ら
れ
る
法

的
義
務
等
に
つ
い
て
学
ぶ
有
意
義
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

議
会
改
革
研
修
会
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

□
□
在宅介護支援の拡充

地域における移動支援事業と行政支援

□
□
中小企業・小規模企業への支援

市民への確実な情報伝達方法

□ 複合災害への危機管理と学校空調整備
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市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

９月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

中
島
ゆ
き
子

大
西
尚
子

鷲
見
昌
己

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

高
井
範
和

下
平
裕
次
郎

加
藤
久
人

田
口
琢
弥

桂
川
融
己

森

　哲
士

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

今
井
政
良

田
中
喜
登

□
□
自治会運営の透明性確保と市の支援

大型整備事業と街の景観

□
□
不良空き家の予防と所有者責任の強化

交通空白地解消に向けたライドシェア
活用

□
□
命を守る泳力習得に必要な環境整備

令和８年度事業の進捗状況

□
□
地震による避難体制の改善

市役所の宿日直業務の見直し

□
□
中学校の部活動における現状と課題

民生委員児童委員の活動環境の改善

□
□
オーガニックビレッジ宣言の進捗状況

「生きる力」を育む防災教育の推進

□
□
□

文化・歴史資源の継承と文化政策

温泉資源を活かした地域づくり

ＤＸ推進を支える庁内通信環境

□
□
□

ふるさと農道の管理

白草山登山者への対応

下呂振興事務所竹原支所の職員体制

く
ら
し
・
人
づ
く
り

常

任

委

員

会

く
ら
し
・
人
づ
く
り

常

任

委

員

会

く
ら
し
・
人
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
９
月
10
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
６
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
育
英
資
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
国
の
児
童
手
当
や
県
の
奨
学
給
付
金
が

拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
基
金
の
役
割

を 

「
経
済
的
支
援
」
か
ら 

「
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
」
へ
と
転
換
す
る
た
め
の
改
正

で
、
海
外
研
修
を
行
う
中
学
生 

・
高
校
生

へ
の
資
金
貸
与
に
一
本
化
し
、
支
援
の
充

実
を
図
る
も
の
）

　
　
具
体
的
な
金
額
や
貸
与
の
内
容
、
ま

た
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
数
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　
　
海
外
研
修
派
遣
に
お
い
て
、
１
人
当

た
り
20
万
円
の
補
助
、
こ
れ
と
は
別
に
30

万
円
の
貸
与
が
で
き
る
制
度
と
な
り
ま

す
。
昨
年
度
の
貸
与
実
績
は
３
名
で
し
た

が
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
貸
し
出
し
が

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

問答
委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

ま
ち
・
基
盤
づ
く
り

常

任

委

員

会

ま
ち
・
基
盤
づ
く
り

常

任

委

員

会

ま
ち
・
基
盤
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
９
月
14
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
６
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
の
執
務
時
間
を
定
め
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
業

務
効
率
化
お
よ
び
職
員
の
働
き
方
改
革
を

推
進
す
る
た
め
、
窓
口
の
受
付
時
間
を
短

縮
し
、
今
後
の
運
用
変
更
な
ど
を
規
則
で

柔
軟
に
定
め
ら
れ
る
よ
う
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
）

　
　
規
則
で
定
め
る
主
な
内
容
は
何
か
。

ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
職
員
の
時
間
外
勤
務

は
減
る
の
か
。

　
　
職
員
の
執
務
時
間
は
、
従
来
ど
お
り

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

と
し
、
窓
口
の
受
付
時
間
を
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
に
短
縮
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
受
付
時
間
開
始
前
の
準
備

や
受
付
時
間

終
了
後
の
残

務
処
理
を
正

規
の
執
務
時

間
内
で
行
え

る
よ
う
に
し
、

時
間
外
勤
務

の
削
減
を
図

り
ま
す
。

問答

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

　
な
お
、
本
年
12
月
１
日
か
ら
の
試
行
期

間
中
は
、
窓
口
受
付
時
間
外
の
来
訪
者
に

対
し
て
も
書
類
預
か
り
な
ど
で
柔
軟
に
対

応
し
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
の
本
格
運
用

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

《
下
呂
市
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
農
林
業
施

設
の
迅
速
な
復
旧
を
行
う
と
と
も
に
、
生

活
道
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
農
道
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
事
業
に
お
け
る
分
担
金
の
軽

減
を
図
り
、
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
林
道
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
、
維
持

管
理
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
で
分
担

金
を
免
除
と
す
る
の
か
。
ま
た
、
管
理
不

足
で
荒
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
、
災
害

以
外
の
原
因
に
よ
る
も
の
は
、
ど
う
扱
う

か
判
断
基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
災
害
は
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
発
生
す

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
分
担
金
は
徴
収
し

な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
分
担
金
免
除
の
対
象
は
あ
く

ま
で
も
公
共
災
害
復
旧
事
業
に
か
か
わ
る

部
分
で
あ
り
、
通
常
の
維
持
管
理
を
怠
っ

た
こ
と
に
よ
る
荒
廃
な
ど
は
、
免
除
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

問答

　
７
月
27
日
、
議
会
基
本
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
、議
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、

議
員
全
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
当
市
議
会
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
る
髙
沖
秀
宣
氏 

（
自
治
体
議

会
研
究
所
代
表 

・
元
三
重
県
議
会
事
務
局

次
長
）
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、『
政

治
倫
理
の
確
立
に
向
け
て
〜
信
頼
さ
れ
る

議
会
運
営
と
議
員
活
動
の
指
針
〜
』
を
テ

ー
マ
に
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
市
議
会
で
は
、
令
和
９
年
度
当
初
か

ら
の 

「
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
」
の
施

行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
先
立
ち
、

議
会
議
員
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
を
改
め

て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
課
せ
ら
れ
る
法

的
義
務
等
に
つ
い
て
学
ぶ
有
意
義
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

議
会
改
革
研
修
会
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た
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一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

　 

全
国
の
自
治
体
で
は
、
職

員
に
よ
る
宿
日
直
業
務
を
廃

止
し
、
警
備
会
社
や
民
間

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
外
部
委

託
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。
職
員
の
負
担
軽
減
に
向

け
た
宿
日
直
業
務
の
見
直
し

が
求
め
ら
れ
る
中
、
現
在
の

業
務
内
容
と
対
応
件
数
の
現

状
、
お
よ
び
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ

る
業
務
改
善
の
状
況
は
。

　 

総
務
部
長

　
宿
日
直
業
務
と
し
て
は
、
電
話

や
来
庁
者
対
応
、
庁
舎
の
施
錠
管

理
、
戸
籍
届
出
受
付
の
ほ
か
、
ク

マ
出
没
や
災
害
時
等
の
緊
急
一
次

対
応
も
担
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
７
月
末
ま
で
の
対
応
状
況
は
、

日
直
で
は
火
葬
予
約
や
死
亡
届
等

の
手
続
き
が
多
く
、
宿
直
で
は
観

光
や
施
設
利
用
等
に
関
す
る
問
合

せ
の
外
線
転
送
が
月
82
件
か
ら
98

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
民
館
開
閉
の
遠
隔
操

作
シ
ス
テ
ム
や
宿
日
直
の
業
務
報

告
に
デ
ジ
タ
ル
報
告
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
省
力
化
お

よ
び
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
電
話
応
対
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
現
在
、Ａ
Ｉ
電
話
対

応
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
業
務
の
自
動
化
や
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
、
よ
り
効
率
的

な
宿
日
直
体
制
へ
の
移
行
を
引
き

続
き
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

宿日直の業務改善で持続可能な自治体運営へ宿日直の業務改善で持続可能な自治体運営へ宿日直の業務改善で持続可能な自治体運営へ
問問 答　 

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
命

を
守
る 

「
泳
力
」
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
、
学
校
教
育
で

欠
か
せ
な
い
重
要
な
学
び
だ

と
考
え
る
。
当
市
で
は
、
指

定
管
理
施
設
で
あ
る 

「
金
山

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
」
と 

「
上
ケ
平
サ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
」
の
屋
内
プ
ー
ル
を

利
用
し
て
水
泳
授
業
を
行
う

学
校
が
あ
る
。
両
施
設
の
指

定
管
理
期
間
は
令
和
10
年
３

月
末
で
満
了
す
る
が
、
令
和

10
年
４
月
以
降
の
授
業
で
の

利
用
は
。

　 

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　
両
施
設
は
指
定
管
理
期
間
の
満

了
後
も
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ 

・
健

康
増
進
の
拠
点
と
し
て
プ
ー
ル
事

業
を
継
続
す
る
方
針
で
す
。
そ
の

た
め
、
引
き
続
き
児
童 

・
生
徒
の

水
泳
授
業
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

　
両
施
設
に
は
水
泳
指
導
経
験
が

豊
富
な
専
門
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
常
駐
し
て
お
り
、
教
員
へ
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
安
全
で
効
果
的
な

指
導
が
行
え
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。

　
今
後
は
少
子
化
が
進
む
中
で

も
、
プ
ー
ル
ま
で
の
バ
ス
送
迎
な

ど
交
通
ア
ク
セ
ス
環
境
を
整
え
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
学
校
授

業
で
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う 一

般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く

中
、
市
が
策
定
し
た
各
種
計

画
を
今
後
ど
の
よ
う
に
具
体

的
な
事
業
者
支
援
に
つ
な

げ
、
現
場
の
課
題
に
応
じ
た

実
効
性
の
高
い
支
援
を
展
開

し
て
い
く
の
か
、
そ
の
方
向

性
は
。

　 

総
合
政
策
部
長

　
今
年
３
月
に
策
定
し
た 

「
下
呂

市
中
小
企
業 

・
小
規
模
企
業
振
興

基
本
計
画
」お
よ
び
個
別
計
画
は
、

地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
向

け
、
市
と
し
て
事
業
者
の
経
営
基

盤
を
支
え
る
た
め
の
方
向
性
を
示

し
た
重
要
な
も
の
で
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

事
業
者
の 

「
稼
ぐ
力
」
を
高
め
る

支
援
を
手
厚
く
す
る
と
共
に
、
商

工
会
や
金
融
機
関
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

に
応
じ
た 

「
伴
走
型
の
支
援
」
を

徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
、
定
期
的
な
意
見
交
換

を
通
じ
て
、
現
場
の
最
新
の
課
題

や
各
種
支
援
策
の
効
果
を
検
証

し
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
施
策

を
柔
軟
に
見
直
す
こ
と
で
、
実
効

性
の
高
い
事
業
者
支
援
を
継
続
的

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

答

子どもたちの成長を育む、これからの部活動へ子どもたちの成長を育む、これからの部活動へ子どもたちの成長を育む、これからの部活動へ
　 

当
市
で
は
令
和
５
年
度
よ

り
全
中
学
校
の
最
終
下
校
時

間
を
午
後
４
時
半
に
統
一

し
、
こ
れ
に
伴
い
部
活
動
の

在
り
方
も
大
き
く
変
化
し

た
。
部
活
動
は
学
習
面
と
異

な
る
側
面
か
ら
生
徒
の
成
長

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
全
国
的
に
地
域
移
行

が
進
む
中
、
部
活
動
の
進
む

べ
き
方
向
性
と
起
こ
り
う
る

課
題
は
。

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
今
後
の
部
活
動
は
、
現
在
の
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
発
展
さ
せ
て

い
く
考
え
で
あ
り
、
主
に
３
つ
の

課
題
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
遠
征
等
の
安
全
な

移
動
手
段
で
す
。「
安
全
確
保
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定

し
、
移
動
手
段
の
検
討
や
事
業
者

と
の
適
切
な
契
約
、
保
護
者
車
両

へ
の
同
乗
手
続
き
等
を
明
確
に
し

ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
、
指
導
者
の
資
質
向

上
で
す
。
子
ど
も
の
健
全
育
成
に

向
け
、
勝
利
至
上
主
義
に
陥
ら
な

い
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
一
般
社
団
法
人
と
の
連
携
に
よ

り
、
最
新
の
指
導
法
等
を
学
ぶ
機

会
も
設
け
て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
で
す
。
地
域
移
行
に
伴
う
負

担
は
従
来
と
同
等
に
維
持
し
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

の
成
長
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

命を守る泳力習得に向けた環境整備を命を守る泳力習得に向けた環境整備を命を守る泳力習得に向けた環境整備を

現場の声に寄り添い、実効性のある事業者支援を現場の声に寄り添い、実効性のある事業者支援を現場の声に寄り添い、実効性のある事業者支援を
問
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一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

　 

全
国
の
自
治
体
で
は
、
職

員
に
よ
る
宿
日
直
業
務
を
廃

止
し
、
警
備
会
社
や
民
間

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
外
部
委

託
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。
職
員
の
負
担
軽
減
に
向

け
た
宿
日
直
業
務
の
見
直
し

が
求
め
ら
れ
る
中
、
現
在
の

業
務
内
容
と
対
応
件
数
の
現

状
、
お
よ
び
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ

る
業
務
改
善
の
状
況
は
。

　 

総
務
部
長

　
宿
日
直
業
務
と
し
て
は
、
電
話

や
来
庁
者
対
応
、
庁
舎
の
施
錠
管

理
、
戸
籍
届
出
受
付
の
ほ
か
、
ク

マ
出
没
や
災
害
時
等
の
緊
急
一
次

対
応
も
担
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
７
月
末
ま
で
の
対
応
状
況
は
、

日
直
で
は
火
葬
予
約
や
死
亡
届
等

の
手
続
き
が
多
く
、
宿
直
で
は
観

光
や
施
設
利
用
等
に
関
す
る
問
合

せ
の
外
線
転
送
が
月
82
件
か
ら
98

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
民
館
開
閉
の
遠
隔
操

作
シ
ス
テ
ム
や
宿
日
直
の
業
務
報

告
に
デ
ジ
タ
ル
報
告
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
省
力
化
お

よ
び
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
電
話
応
対
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
現
在
、Ａ
Ｉ
電
話
対

応
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
業
務
の
自
動
化
や
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
、
よ
り
効
率
的

な
宿
日
直
体
制
へ
の
移
行
を
引
き

続
き
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

宿日直の業務改善で持続可能な自治体運営へ宿日直の業務改善で持続可能な自治体運営へ宿日直の業務改善で持続可能な自治体運営へ
問問 答　 

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
命

を
守
る 

「
泳
力
」
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
、
学
校
教
育
で

欠
か
せ
な
い
重
要
な
学
び
だ

と
考
え
る
。
当
市
で
は
、
指

定
管
理
施
設
で
あ
る 

「
金
山

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
」
と 

「
上
ケ
平
サ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
」
の
屋
内
プ
ー
ル
を

利
用
し
て
水
泳
授
業
を
行
う

学
校
が
あ
る
。
両
施
設
の
指

定
管
理
期
間
は
令
和
10
年
３

月
末
で
満
了
す
る
が
、
令
和

10
年
４
月
以
降
の
授
業
で
の

利
用
は
。

　 

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　
両
施
設
は
指
定
管
理
期
間
の
満

了
後
も
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ 

・
健

康
増
進
の
拠
点
と
し
て
プ
ー
ル
事

業
を
継
続
す
る
方
針
で
す
。
そ
の

た
め
、
引
き
続
き
児
童 

・
生
徒
の

水
泳
授
業
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

　
両
施
設
に
は
水
泳
指
導
経
験
が

豊
富
な
専
門
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
常
駐
し
て
お
り
、
教
員
へ
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
安
全
で
効
果
的
な

指
導
が
行
え
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。

　
今
後
は
少
子
化
が
進
む
中
で

も
、
プ
ー
ル
ま
で
の
バ
ス
送
迎
な

ど
交
通
ア
ク
セ
ス
環
境
を
整
え
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
学
校
授

業
で
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う 一

般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く

中
、
市
が
策
定
し
た
各
種
計

画
を
今
後
ど
の
よ
う
に
具
体

的
な
事
業
者
支
援
に
つ
な

げ
、
現
場
の
課
題
に
応
じ
た

実
効
性
の
高
い
支
援
を
展
開

し
て
い
く
の
か
、
そ
の
方
向

性
は
。

　 

総
合
政
策
部
長

　
今
年
３
月
に
策
定
し
た 

「
下
呂

市
中
小
企
業 

・
小
規
模
企
業
振
興

基
本
計
画
」お
よ
び
個
別
計
画
は
、

地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
向

け
、
市
と
し
て
事
業
者
の
経
営
基

盤
を
支
え
る
た
め
の
方
向
性
を
示

し
た
重
要
な
も
の
で
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

事
業
者
の 

「
稼
ぐ
力
」
を
高
め
る

支
援
を
手
厚
く
す
る
と
共
に
、
商

工
会
や
金
融
機
関
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

に
応
じ
た 

「
伴
走
型
の
支
援
」
を

徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
、
定
期
的
な
意
見
交
換

を
通
じ
て
、
現
場
の
最
新
の
課
題

や
各
種
支
援
策
の
効
果
を
検
証

し
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
施
策

を
柔
軟
に
見
直
す
こ
と
で
、
実
効

性
の
高
い
事
業
者
支
援
を
継
続
的

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

答

子どもたちの成長を育む、これからの部活動へ子どもたちの成長を育む、これからの部活動へ子どもたちの成長を育む、これからの部活動へ
　 

当
市
で
は
令
和
５
年
度
よ

り
全
中
学
校
の
最
終
下
校
時

間
を
午
後
４
時
半
に
統
一

し
、
こ
れ
に
伴
い
部
活
動
の

在
り
方
も
大
き
く
変
化
し

た
。
部
活
動
は
学
習
面
と
異

な
る
側
面
か
ら
生
徒
の
成
長

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
全
国
的
に
地
域
移
行

が
進
む
中
、
部
活
動
の
進
む

べ
き
方
向
性
と
起
こ
り
う
る

課
題
は
。

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
今
後
の
部
活
動
は
、
現
在
の
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
発
展
さ
せ
て

い
く
考
え
で
あ
り
、
主
に
３
つ
の

課
題
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
遠
征
等
の
安
全
な

移
動
手
段
で
す
。「
安
全
確
保
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定

し
、
移
動
手
段
の
検
討
や
事
業
者

と
の
適
切
な
契
約
、
保
護
者
車
両

へ
の
同
乗
手
続
き
等
を
明
確
に
し

ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
、
指
導
者
の
資
質
向

上
で
す
。
子
ど
も
の
健
全
育
成
に

向
け
、
勝
利
至
上
主
義
に
陥
ら
な

い
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
一
般
社
団
法
人
と
の
連
携
に
よ

り
、
最
新
の
指
導
法
等
を
学
ぶ
機

会
も
設
け
て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
で
す
。
地
域
移
行
に
伴
う
負

担
は
従
来
と
同
等
に
維
持
し
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

の
成
長
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

命を守る泳力習得に向けた環境整備を命を守る泳力習得に向けた環境整備を命を守る泳力習得に向けた環境整備を

現場の声に寄り添い、実効性のある事業者支援を現場の声に寄り添い、実効性のある事業者支援を現場の声に寄り添い、実効性のある事業者支援を
問
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一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

　 

全
国
の
自
治
体
で
は
、
職

員
に
よ
る
宿
日
直
業
務
を
廃

止
し
、
警
備
会
社
や
民
間

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
外
部
委

託
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。
職
員
の
負
担
軽
減
に
向

け
た
宿
日
直
業
務
の
見
直
し

が
求
め
ら
れ
る
中
、
現
在
の

業
務
内
容
と
対
応
件
数
の
現

状
、
お
よ
び
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ

る
業
務
改
善
の
状
況
は
。

　 

総
務
部
長

　
宿
日
直
業
務
と
し
て
は
、
電
話

や
来
庁
者
対
応
、
庁
舎
の
施
錠
管

理
、
戸
籍
届
出
受
付
の
ほ
か
、
ク

マ
出
没
や
災
害
時
等
の
緊
急
一
次

対
応
も
担
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
７
月
末
ま
で
の
対
応
状
況
は
、

日
直
で
は
火
葬
予
約
や
死
亡
届
等

の
手
続
き
が
多
く
、
宿
直
で
は
観

光
や
施
設
利
用
等
に
関
す
る
問
合

せ
の
外
線
転
送
が
月
82
件
か
ら
98

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
民
館
開
閉
の
遠
隔
操

作
シ
ス
テ
ム
や
宿
日
直
の
業
務
報

告
に
デ
ジ
タ
ル
報
告
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
省
力
化
お

よ
び
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
電
話
応
対
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
現
在
、Ａ
Ｉ
電
話
対

応
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
業
務
の
自
動
化
や
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
、
よ
り
効
率
的

な
宿
日
直
体
制
へ
の
移
行
を
引
き

続
き
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

宿日直の業務改善で持続可能な自治体運営へ宿日直の業務改善で持続可能な自治体運営へ宿日直の業務改善で持続可能な自治体運営へ
問問 答　 

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
命

を
守
る 

「
泳
力
」
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
、
学
校
教
育
で

欠
か
せ
な
い
重
要
な
学
び
だ

と
考
え
る
。
当
市
で
は
、
指

定
管
理
施
設
で
あ
る 

「
金
山

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
」
と 

「
上
ケ
平
サ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
」
の
屋
内
プ
ー
ル
を

利
用
し
て
水
泳
授
業
を
行
う

学
校
が
あ
る
。
両
施
設
の
指

定
管
理
期
間
は
令
和
10
年
３

月
末
で
満
了
す
る
が
、
令
和

10
年
４
月
以
降
の
授
業
で
の

利
用
は
。

　 

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　
両
施
設
は
指
定
管
理
期
間
の
満

了
後
も
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ 

・
健

康
増
進
の
拠
点
と
し
て
プ
ー
ル
事

業
を
継
続
す
る
方
針
で
す
。
そ
の

た
め
、
引
き
続
き
児
童 

・
生
徒
の

水
泳
授
業
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

　
両
施
設
に
は
水
泳
指
導
経
験
が

豊
富
な
専
門
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
常
駐
し
て
お
り
、
教
員
へ
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
安
全
で
効
果
的
な

指
導
が
行
え
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。

　
今
後
は
少
子
化
が
進
む
中
で

も
、
プ
ー
ル
ま
で
の
バ
ス
送
迎
な

ど
交
通
ア
ク
セ
ス
環
境
を
整
え
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
学
校
授

業
で
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う 一

般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く

中
、
市
が
策
定
し
た
各
種
計

画
を
今
後
ど
の
よ
う
に
具
体

的
な
事
業
者
支
援
に
つ
な

げ
、
現
場
の
課
題
に
応
じ
た

実
効
性
の
高
い
支
援
を
展
開

し
て
い
く
の
か
、
そ
の
方
向

性
は
。

　 

総
合
政
策
部
長

　
今
年
３
月
に
策
定
し
た 

「
下
呂

市
中
小
企
業 

・
小
規
模
企
業
振
興

基
本
計
画
」お
よ
び
個
別
計
画
は
、

地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
向

け
、
市
と
し
て
事
業
者
の
経
営
基

盤
を
支
え
る
た
め
の
方
向
性
を
示

し
た
重
要
な
も
の
で
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

事
業
者
の 

「
稼
ぐ
力
」
を
高
め
る

支
援
を
手
厚
く
す
る
と
共
に
、
商

工
会
や
金
融
機
関
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

に
応
じ
た 

「
伴
走
型
の
支
援
」
を

徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
、
定
期
的
な
意
見
交
換

を
通
じ
て
、
現
場
の
最
新
の
課
題

や
各
種
支
援
策
の
効
果
を
検
証

し
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
施
策

を
柔
軟
に
見
直
す
こ
と
で
、
実
効

性
の
高
い
事
業
者
支
援
を
継
続
的

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

答

子どもたちの成長を育む、これからの部活動へ子どもたちの成長を育む、これからの部活動へ子どもたちの成長を育む、これからの部活動へ
　 

当
市
で
は
令
和
５
年
度
よ

り
全
中
学
校
の
最
終
下
校
時

間
を
午
後
４
時
半
に
統
一

し
、
こ
れ
に
伴
い
部
活
動
の

在
り
方
も
大
き
く
変
化
し

た
。
部
活
動
は
学
習
面
と
異

な
る
側
面
か
ら
生
徒
の
成
長

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
全
国
的
に
地
域
移
行

が
進
む
中
、
部
活
動
の
進
む

べ
き
方
向
性
と
起
こ
り
う
る

課
題
は
。

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
今
後
の
部
活
動
は
、
現
在
の
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
発
展
さ
せ
て

い
く
考
え
で
あ
り
、
主
に
３
つ
の

課
題
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
遠
征
等
の
安
全
な

移
動
手
段
で
す
。「
安
全
確
保
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定

し
、
移
動
手
段
の
検
討
や
事
業
者

と
の
適
切
な
契
約
、
保
護
者
車
両

へ
の
同
乗
手
続
き
等
を
明
確
に
し

ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
、
指
導
者
の
資
質
向

上
で
す
。
子
ど
も
の
健
全
育
成
に

向
け
、
勝
利
至
上
主
義
に
陥
ら
な

い
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
一
般
社
団
法
人
と
の
連
携
に
よ

り
、
最
新
の
指
導
法
等
を
学
ぶ
機

会
も
設
け
て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
で
す
。
地
域
移
行
に
伴
う
負

担
は
従
来
と
同
等
に
維
持
し
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

の
成
長
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

命を守る泳力習得に向けた環境整備を命を守る泳力習得に向けた環境整備を命を守る泳力習得に向けた環境整備を

現場の声に寄り添い、実効性のある事業者支援を現場の声に寄り添い、実効性のある事業者支援を現場の声に寄り添い、実効性のある事業者支援を
問
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一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

　 

全
国
の
自
治
体
で
は
、
職

員
に
よ
る
宿
日
直
業
務
を
廃

止
し
、
警
備
会
社
や
民
間

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
外
部
委

託
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。
職
員
の
負
担
軽
減
に
向

け
た
宿
日
直
業
務
の
見
直
し

が
求
め
ら
れ
る
中
、
現
在
の

業
務
内
容
と
対
応
件
数
の
現

状
、
お
よ
び
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ

る
業
務
改
善
の
状
況
は
。

　 

総
務
部
長

　
宿
日
直
業
務
と
し
て
は
、
電
話

や
来
庁
者
対
応
、
庁
舎
の
施
錠
管

理
、
戸
籍
届
出
受
付
の
ほ
か
、
ク

マ
出
没
や
災
害
時
等
の
緊
急
一
次

対
応
も
担
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
７
月
末
ま
で
の
対
応
状
況
は
、

日
直
で
は
火
葬
予
約
や
死
亡
届
等

の
手
続
き
が
多
く
、
宿
直
で
は
観

光
や
施
設
利
用
等
に
関
す
る
問
合

せ
の
外
線
転
送
が
月
82
件
か
ら
98

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
民
館
開
閉
の
遠
隔
操

作
シ
ス
テ
ム
や
宿
日
直
の
業
務
報

告
に
デ
ジ
タ
ル
報
告
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
省
力
化
お

よ
び
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
電
話
応
対
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
現
在
、Ａ
Ｉ
電
話
対

応
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
業
務
の
自
動
化
や
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
、
よ
り
効
率
的

な
宿
日
直
体
制
へ
の
移
行
を
引
き

続
き
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

宿日直の業務改善で持続可能な自治体運営へ宿日直の業務改善で持続可能な自治体運営へ宿日直の業務改善で持続可能な自治体運営へ
問問 答　 

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
命

を
守
る 

「
泳
力
」
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
、
学
校
教
育
で

欠
か
せ
な
い
重
要
な
学
び
だ

と
考
え
る
。
当
市
で
は
、
指

定
管
理
施
設
で
あ
る 

「
金
山

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
」
と 

「
上
ケ
平
サ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
」
の
屋
内
プ
ー
ル
を

利
用
し
て
水
泳
授
業
を
行
う

学
校
が
あ
る
。
両
施
設
の
指

定
管
理
期
間
は
令
和
10
年
３

月
末
で
満
了
す
る
が
、
令
和

10
年
４
月
以
降
の
授
業
で
の

利
用
は
。

　 

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　
両
施
設
は
指
定
管
理
期
間
の
満

了
後
も
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ 

・
健

康
増
進
の
拠
点
と
し
て
プ
ー
ル
事

業
を
継
続
す
る
方
針
で
す
。
そ
の

た
め
、
引
き
続
き
児
童 

・
生
徒
の

水
泳
授
業
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

　
両
施
設
に
は
水
泳
指
導
経
験
が

豊
富
な
専
門
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
常
駐
し
て
お
り
、
教
員
へ
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
安
全
で
効
果
的
な

指
導
が
行
え
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。

　
今
後
は
少
子
化
が
進
む
中
で

も
、
プ
ー
ル
ま
で
の
バ
ス
送
迎
な

ど
交
通
ア
ク
セ
ス
環
境
を
整
え
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
学
校
授

業
で
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う 一

般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く

中
、
市
が
策
定
し
た
各
種
計

画
を
今
後
ど
の
よ
う
に
具
体

的
な
事
業
者
支
援
に
つ
な

げ
、
現
場
の
課
題
に
応
じ
た

実
効
性
の
高
い
支
援
を
展
開

し
て
い
く
の
か
、
そ
の
方
向

性
は
。

　 

総
合
政
策
部
長

　
今
年
３
月
に
策
定
し
た 

「
下
呂

市
中
小
企
業 

・
小
規
模
企
業
振
興

基
本
計
画
」お
よ
び
個
別
計
画
は
、

地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
向

け
、
市
と
し
て
事
業
者
の
経
営
基

盤
を
支
え
る
た
め
の
方
向
性
を
示

し
た
重
要
な
も
の
で
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

事
業
者
の 

「
稼
ぐ
力
」
を
高
め
る

支
援
を
手
厚
く
す
る
と
共
に
、
商

工
会
や
金
融
機
関
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

に
応
じ
た 

「
伴
走
型
の
支
援
」
を

徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
、
定
期
的
な
意
見
交
換

を
通
じ
て
、
現
場
の
最
新
の
課
題

や
各
種
支
援
策
の
効
果
を
検
証

し
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
施
策

を
柔
軟
に
見
直
す
こ
と
で
、
実
効

性
の
高
い
事
業
者
支
援
を
継
続
的

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

答

子どもたちの成長を育む、これからの部活動へ子どもたちの成長を育む、これからの部活動へ子どもたちの成長を育む、これからの部活動へ
　 

当
市
で
は
令
和
５
年
度
よ

り
全
中
学
校
の
最
終
下
校
時

間
を
午
後
４
時
半
に
統
一

し
、
こ
れ
に
伴
い
部
活
動
の

在
り
方
も
大
き
く
変
化
し

た
。
部
活
動
は
学
習
面
と
異

な
る
側
面
か
ら
生
徒
の
成
長

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
全
国
的
に
地
域
移
行

が
進
む
中
、
部
活
動
の
進
む

べ
き
方
向
性
と
起
こ
り
う
る

課
題
は
。

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
今
後
の
部
活
動
は
、
現
在
の
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
発
展
さ
せ
て

い
く
考
え
で
あ
り
、
主
に
３
つ
の

課
題
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
遠
征
等
の
安
全
な

移
動
手
段
で
す
。「
安
全
確
保
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定

し
、
移
動
手
段
の
検
討
や
事
業
者

と
の
適
切
な
契
約
、
保
護
者
車
両

へ
の
同
乗
手
続
き
等
を
明
確
に
し

ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
、
指
導
者
の
資
質
向

上
で
す
。
子
ど
も
の
健
全
育
成
に

向
け
、
勝
利
至
上
主
義
に
陥
ら
な

い
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
一
般
社
団
法
人
と
の
連
携
に
よ

り
、
最
新
の
指
導
法
等
を
学
ぶ
機

会
も
設
け
て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
で
す
。
地
域
移
行
に
伴
う
負

担
は
従
来
と
同
等
に
維
持
し
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

の
成
長
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

命を守る泳力習得に向けた環境整備を命を守る泳力習得に向けた環境整備を命を守る泳力習得に向けた環境整備を

現場の声に寄り添い、実効性のある事業者支援を現場の声に寄り添い、実効性のある事業者支援を現場の声に寄り添い、実効性のある事業者支援を
問



11　　下呂市議会だより 2026.11 No.90 下呂市議会だより 2026.11 No.90　　10

G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

地域住民の支え合いと熱意を活かす地域交通へ地域住民の支え合いと熱意を活かす地域交通へ地域住民の支え合いと熱意を活かす地域交通へ

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

小
坂 

・
馬
瀬
地
域
で
は
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
で
対
応
し

き
れ
な
い
時
間
帯
や
エ
リ
ア

が
あ
り
、
日
常
の
移
動
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
住

民
か
ら
は
不
安
や
新
た
な
移

動
手
段
を
求
め
る
声
が
上
が

り
、
住
民
主
体
に
よ
る
移
動

支
援
の
事
業
化
の
動
き
も
あ

る
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
に
は
、
市
と
交
通
事
業

者
が
協
働
で
支
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
が
、
住
民

か
ら
の
移
動
支
援
提
案
に
対

す
る
考
え
は
。

　 

総
合
政
策
部
長

　
住
民
の
支
え
合
い
に
よ
る 

「
公

共
交
通
を
補
完
す
る
仕
組
み
」
は

有
効
で
あ
り
、
地
域
の
足
を
守
る

貴
重
な
一
歩
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
一
方
、
新
た
な
移
動
支
援
の

提
案
に
お
い
て
は
、
既
存
交
通
と

の
重
複
や
競
合
を
避
け
、
隙
間
を

埋
め
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
既
存
交
通
と
の
調
和

を
慎
重
か
つ
前
向
き
に
協
議 

・
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、事
業
化
に
当
た
っ
て
は
、

安
全
管
理
や
運
行
ス
キ
ー
ム
の
整

理
、
ニ
ー
ズ
の
明
確
化
、
地
元
住

民
や
交
通
事
業
者
と
の
合
意
形
成

な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
丁
寧

な
事
前
調
整
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
こ
れ
ら
基
本
事
項
の
整
理
が

整
い
次
第
、
早
期
に
地
域
公
共
交

通
会
議
で
協
議
で
き
る
よ
う
調
整

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問答

　 

地
域
の
安
全
安
心
や
住
環

境
維
持
に
向
け
、
不
良
空
き

家
の
未
然
防
止 

・
早
期
解
消

は
重
要
課
題
で
あ
る
。
市
外

所
有
者
が
安
心
し
て
管
理
委

託
で
き
る
受
け
皿
体
制
や
委

託
契
約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備

に
対
す
る
考
え
と
、
最
優
先

で
取
り
組
む
べ
き
施
策
は
。

　 

市
民
生
活
部
長

　
市
外
在
住
所
有
者
の
管
理
支
援

は
、
空
き
家
の
深
刻
化
防
止
に
有

効
で
す
が
、
活
用
や
解
体
と
い
っ

た
根
本
的
解
決
へ
つ
な
げ
る
こ
と

が
よ
り
重
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の

実
現
に
向
け
、
空
き
家
バ
ン
ク
や

「
空
き
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人
」

活
用
を
見
据
え
た
専
門
相
談
体
制

の
構
築
を
進
め
、
地
域
事
業
者
等

と
連
携
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
目

指
し
ま
す
。
さ
ら
に
委
託
契
約
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
実
情
把

握
や
啓
発
で
自
治
会
と
の
連
携
を

深
め
実
効
性
の
高
い
対
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
最
優
先
で
取
り
組
む
べ

き
は 

「
空
き
家
全
棟
調
査
」
の
速

や
か
な
実
施
で
す
。
実
態
を
デ
ー

タ
化
し
て
危
険
度
や
活
用
可
能
性

を
見
極
め
、
優
先
順
位
を
明
確
に

し
た
上
で
見
守
り
や
相
談
支
援
、

危
険
物
件
へ
の
毅
然
と
し
た
対
処

を
行
い
、
地
域
の
安
全 

・
安
心
を

守
る
対
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
推
進
し

て
い
き
ま

す
。

地域の安心を守る 「不良空き家」の未然防止を地域の安心を守る 「不良空き家」の未然防止を地域の安心を守る 「不良空き家」の未然防止を

鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み
一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答 　 

本
市
が
目
指
す 「
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」
を
、

地
域
の
実
態
に
即
し
た
実
効

性
の
あ
る
取
り
組
み
と
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
宣
言
の
趣
旨
や
有
機
農

業
の
周
知
を
図
り
、
市
民
が

共
感 

・
実
感
で
き
る
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
今
後
の
考
え
は
。

　 

農
林
環
境
部
長

　「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣

言
」
の
趣
旨
は
、
環
境
負
荷
の
低

減
や
生
物
多
様
性
の
保
全
と
い
っ

た
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
を
通

じ
、
持
続
可
能
な
農
業
環
境
を
次

世
代
へ
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
地

域
農
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

　
県
内
の
先
行
市
町
で
は
、
学
校

給
食
に
お
い
て 

「
有
機
米
の
日
」

を
設
け
て
地
元
産
米
を
提
供
し
て

い
る
事
例
や
、「
こ
だ
わ
り
食
材
」

を
扱
う
大
手
小
売
店 

・
飲
食
店
等

と
直
接
取
引
を
確
立
し
て
い
る
事

例
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
大
変
現
実
的
で
あ

り
、
貴
重
な
事
例
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
有
機

農
法
を
は
じ
め
、
環
境
保
全
型
農

法
、
慣
行
農
法
の
正
し
い
知
識
を

得
て
い
た
だ
く
機
会
の
創
出
な
ど

を
含
め
た
計
画
の
策
定
を
進
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
効
果
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
施
策
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

共感と実感を生む「オーガニックビレッジ宣言」へ共感と実感を生む「オーガニックビレッジ宣言」へ共感と実感を生む「オーガニックビレッジ宣言」へ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

小
川
地
区
と
乗
政
地
区
を

結
ぶ 「
ふ
る
さ
と
農
道
」
は
、

通
勤
や
国
道
2
5
7
号
の
迂

回
路
と
し
て
重
要
性
が
高
ま

る
一
方
、
草
刈
り
が
十
分
に

行
き
届
い
て
お
ら
ず
、
は
み

出
し
た
草
木
が
通
行
の
支
障

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現

状
を
踏
ま
え
、
現
在
の
除

草 

・
維
持
管
理
の
取
り
組
み

状
況
と
、
今
後
の
市
道
移
管

（
認
定
）
に
向
け
た
考
え
は
。

　 

基
盤
整
備
部
長

　
現
在
、
乗
政
側
は
、
地
元
の
方
々

や
市
内
企
業
に
よ
る
ご
厚
意
で
の

除
草
作
業
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
一
方
、
小
川
側
は
、
必

要
に
応
じ
て
沿
道
除
草
作
業
委
託

を
発
注
す
る
予
算
を
確
保
し
て
い

る
状
況
で
す
。
な
お
、
除
雪
に
つ
い

て
は
、
市
道
と
同
じ
基
準
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
農
道
の
市
道
移
管
に

つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
庁
内
で
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
草
刈
り

等
、
今
後
の
維
持
管
理
方
針
に
つ

い
て
地
元
区
と
十
分
調
整
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
農
道

敷
地
内
に
存
在
す
る
道
路
内
民
地

の
解
消
を
行
う
こ
と
、
こ
の
２
点

に
つ
い
て
早
急
に
整
理
を
進
め
、

市
道
認
定
に
向
け
た
検
討
を
加
速

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

安全に通行できる「ふるさと農道」の環境整備を安全に通行できる「ふるさと農道」の環境整備を安全に通行できる「ふるさと農道」の環境整備を
問

▲ふるさと農道（湯けむり下呂地区）

地球を守る「好循環」システム
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森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

小
坂 

・
馬
瀬
地
域
で
は
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
で
対
応
し

き
れ
な
い
時
間
帯
や
エ
リ
ア

が
あ
り
、
日
常
の
移
動
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
住

民
か
ら
は
不
安
や
新
た
な
移

動
手
段
を
求
め
る
声
が
上
が

り
、
住
民
主
体
に
よ
る
移
動

支
援
の
事
業
化
の
動
き
も
あ

る
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
に
は
、
市
と
交
通
事
業

者
が
協
働
で
支
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
が
、
住
民

か
ら
の
移
動
支
援
提
案
に
対

す
る
考
え
は
。

　 

総
合
政
策
部
長

　
住
民
の
支
え
合
い
に
よ
る 

「
公

共
交
通
を
補
完
す
る
仕
組
み
」
は

有
効
で
あ
り
、
地
域
の
足
を
守
る

貴
重
な
一
歩
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
一
方
、
新
た
な
移
動
支
援
の

提
案
に
お
い
て
は
、
既
存
交
通
と

の
重
複
や
競
合
を
避
け
、
隙
間
を

埋
め
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
既
存
交
通
と
の
調
和

を
慎
重
か
つ
前
向
き
に
協
議 

・
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、事
業
化
に
当
た
っ
て
は
、

安
全
管
理
や
運
行
ス
キ
ー
ム
の
整

理
、
ニ
ー
ズ
の
明
確
化
、
地
元
住

民
や
交
通
事
業
者
と
の
合
意
形
成

な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
丁
寧

な
事
前
調
整
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
こ
れ
ら
基
本
事
項
の
整
理
が

整
い
次
第
、
早
期
に
地
域
公
共
交

通
会
議
で
協
議
で
き
る
よ
う
調
整

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問答

　 

地
域
の
安
全
安
心
や
住
環

境
維
持
に
向
け
、
不
良
空
き

家
の
未
然
防
止 

・
早
期
解
消

は
重
要
課
題
で
あ
る
。
市
外

所
有
者
が
安
心
し
て
管
理
委

託
で
き
る
受
け
皿
体
制
や
委

託
契
約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備

に
対
す
る
考
え
と
、
最
優
先

で
取
り
組
む
べ
き
施
策
は
。
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部
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市
外
在
住
所
有
者
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管
理
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援
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や
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と
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っ
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。
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実
現
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空
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バ
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や

「
空
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等
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活
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支
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法
人
」
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用
を
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え
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門
相
談
体
制
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構
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進
め
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事
業
者
等

と
連
携
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
目

指
し
ま
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委
託
契
約
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
実
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把
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や
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発
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自
治
会
と
の
連
携
を

深
め
実
効
性
の
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進

し
て
い
き
ま
す
。

　
な
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べ
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上
で
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や
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支
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、
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件
へ
の
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と
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処

を
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、
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の
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心
を
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す
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を
図
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内
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先
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は
、
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に
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「
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の
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を
設
け
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を
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る
事
例
や
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だ
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を
扱
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手
小
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店 

・
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と
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接
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を
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立
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る
事

例
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す
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こ
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現
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的
で
あ
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、
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事
例
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、
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行
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画
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み
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今
後
の
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、
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で
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。
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お
、
除
雪
に
つ
い

て
は
、
市
道
と
同
じ
基
準
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
農
道
の
市
道
移
管
に

つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
庁
内
で
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
草
刈
り

等
、
今
後
の
維
持
管
理
方
針
に
つ

い
て
地
元
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と
十
分
調
整
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
農
道

敷
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内
に
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す
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路
内
民
地

の
解
消
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こ
と
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こ
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早
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に
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を
進
め
、

市
道
認
定
に
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け
た
検
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加
速
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い
と
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い
ま
す
。
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井
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士
議員
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り

て
つ

し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

小
坂 

・
馬
瀬
地
域
で
は
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
で
対
応
し

き
れ
な
い
時
間
帯
や
エ
リ
ア

が
あ
り
、
日
常
の
移
動
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
住

民
か
ら
は
不
安
や
新
た
な
移

動
手
段
を
求
め
る
声
が
上
が

り
、
住
民
主
体
に
よ
る
移
動

支
援
の
事
業
化
の
動
き
も
あ

る
。
こ
う
し
た
ニ
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ズ
に
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え
る
に
は
、
市
と
交
通
事
業

者
が
協
働
で
支
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
が
、
住
民

か
ら
の
移
動
支
援
提
案
に
対

す
る
考
え
は
。

　 

総
合
政
策
部
長

　
住
民
の
支
え
合
い
に
よ
る 

「
公

共
交
通
を
補
完
す
る
仕
組
み
」
は

有
効
で
あ
り
、
地
域
の
足
を
守
る

貴
重
な
一
歩
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
一
方
、
新
た
な
移
動
支
援
の

提
案
に
お
い
て
は
、
既
存
交
通
と

の
重
複
や
競
合
を
避
け
、
隙
間
を

埋
め
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
既
存
交
通
と
の
調
和

を
慎
重
か
つ
前
向
き
に
協
議 

・
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、事
業
化
に
当
た
っ
て
は
、

安
全
管
理
や
運
行
ス
キ
ー
ム
の
整

理
、
ニ
ー
ズ
の
明
確
化
、
地
元
住

民
や
交
通
事
業
者
と
の
合
意
形
成

な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
丁
寧

な
事
前
調
整
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
こ
れ
ら
基
本
事
項
の
整
理
が

整
い
次
第
、
早
期
に
地
域
公
共
交

通
会
議
で
協
議
で
き
る
よ
う
調
整

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問答

　 

地
域
の
安
全
安
心
や
住
環

境
維
持
に
向
け
、
不
良
空
き

家
の
未
然
防
止 

・
早
期
解
消

は
重
要
課
題
で
あ
る
。
市
外

所
有
者
が
安
心
し
て
管
理
委

託
で
き
る
受
け
皿
体
制
や
委

託
契
約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備

に
対
す
る
考
え
と
、
最
優
先

で
取
り
組
む
べ
き
施
策
は
。

　 

市
民
生
活
部
長

　
市
外
在
住
所
有
者
の
管
理
支
援

は
、
空
き
家
の
深
刻
化
防
止
に
有

効
で
す
が
、
活
用
や
解
体
と
い
っ

た
根
本
的
解
決
へ
つ
な
げ
る
こ
と

が
よ
り
重
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の

実
現
に
向
け
、
空
き
家
バ
ン
ク
や

「
空
き
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人
」

活
用
を
見
据
え
た
専
門
相
談
体
制

の
構
築
を
進
め
、
地
域
事
業
者
等

と
連
携
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
目

指
し
ま
す
。
さ
ら
に
委
託
契
約
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
実
情
把

握
や
啓
発
で
自
治
会
と
の
連
携
を

深
め
実
効
性
の
高
い
対
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
最
優
先
で
取
り
組
む
べ

き
は 

「
空
き
家
全
棟
調
査
」
の
速

や
か
な
実
施
で
す
。
実
態
を
デ
ー

タ
化
し
て
危
険
度
や
活
用
可
能
性

を
見
極
め
、
優
先
順
位
を
明
確
に

し
た
上
で
見
守
り
や
相
談
支
援
、

危
険
物
件
へ
の
毅
然
と
し
た
対
処

を
行
い
、
地
域
の
安
全 

・
安
心
を

守
る
対
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
推
進
し

て
い
き
ま

す
。

地域の安心を守る 「不良空き家」の未然防止を地域の安心を守る 「不良空き家」の未然防止を地域の安心を守る 「不良空き家」の未然防止を

鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み
一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答 　 

本
市
が
目
指
す 「
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」
を
、

地
域
の
実
態
に
即
し
た
実
効

性
の
あ
る
取
り
組
み
と
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
宣
言
の
趣
旨
や
有
機
農

業
の
周
知
を
図
り
、
市
民
が

共
感 

・
実
感
で
き
る
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
今
後
の
考
え
は
。

　 

農
林
環
境
部
長

　「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣

言
」
の
趣
旨
は
、
環
境
負
荷
の
低

減
や
生
物
多
様
性
の
保
全
と
い
っ

た
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
を
通

じ
、
持
続
可
能
な
農
業
環
境
を
次

世
代
へ
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
地

域
農
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

　
県
内
の
先
行
市
町
で
は
、
学
校

給
食
に
お
い
て 

「
有
機
米
の
日
」

を
設
け
て
地
元
産
米
を
提
供
し
て

い
る
事
例
や
、「
こ
だ
わ
り
食
材
」

を
扱
う
大
手
小
売
店 

・
飲
食
店
等

と
直
接
取
引
を
確
立
し
て
い
る
事

例
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
大
変
現
実
的
で
あ

り
、
貴
重
な
事
例
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
有
機

農
法
を
は
じ
め
、
環
境
保
全
型
農

法
、
慣
行
農
法
の
正
し
い
知
識
を

得
て
い
た
だ
く
機
会
の
創
出
な
ど

を
含
め
た
計
画
の
策
定
を
進
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
効
果
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
施
策
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

共感と実感を生む「オーガニックビレッジ宣言」へ共感と実感を生む「オーガニックビレッジ宣言」へ共感と実感を生む「オーガニックビレッジ宣言」へ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

小
川
地
区
と
乗
政
地
区
を

結
ぶ 「
ふ
る
さ
と
農
道
」
は
、

通
勤
や
国
道
2
5
7
号
の
迂

回
路
と
し
て
重
要
性
が
高
ま

る
一
方
、
草
刈
り
が
十
分
に

行
き
届
い
て
お
ら
ず
、
は
み

出
し
た
草
木
が
通
行
の
支
障

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現

状
を
踏
ま
え
、
現
在
の
除

草 

・
維
持
管
理
の
取
り
組
み

状
況
と
、
今
後
の
市
道
移
管

（
認
定
）
に
向
け
た
考
え
は
。

　 

基
盤
整
備
部
長

　
現
在
、
乗
政
側
は
、
地
元
の
方
々

や
市
内
企
業
に
よ
る
ご
厚
意
で
の

除
草
作
業
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
一
方
、
小
川
側
は
、
必

要
に
応
じ
て
沿
道
除
草
作
業
委
託

を
発
注
す
る
予
算
を
確
保
し
て
い

る
状
況
で
す
。
な
お
、
除
雪
に
つ
い

て
は
、
市
道
と
同
じ
基
準
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
農
道
の
市
道
移
管
に

つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
庁
内
で
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
草
刈
り

等
、
今
後
の
維
持
管
理
方
針
に
つ

い
て
地
元
区
と
十
分
調
整
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
農
道

敷
地
内
に
存
在
す
る
道
路
内
民
地

の
解
消
を
行
う
こ
と
、
こ
の
２
点

に
つ
い
て
早
急
に
整
理
を
進
め
、

市
道
認
定
に
向
け
た
検
討
を
加
速

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

安全に通行できる「ふるさと農道」の環境整備を安全に通行できる「ふるさと農道」の環境整備を安全に通行できる「ふるさと農道」の環境整備を
問

▲ふるさと農道（湯けむり下呂地区）

地球を守る「好循環」システム
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G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

地域住民の支え合いと熱意を活かす地域交通へ地域住民の支え合いと熱意を活かす地域交通へ地域住民の支え合いと熱意を活かす地域交通へ

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

小
坂 

・
馬
瀬
地
域
で
は
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
で
対
応
し

き
れ
な
い
時
間
帯
や
エ
リ
ア

が
あ
り
、
日
常
の
移
動
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
住

民
か
ら
は
不
安
や
新
た
な
移

動
手
段
を
求
め
る
声
が
上
が

り
、
住
民
主
体
に
よ
る
移
動

支
援
の
事
業
化
の
動
き
も
あ

る
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
に
は
、
市
と
交
通
事
業

者
が
協
働
で
支
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
が
、
住
民

か
ら
の
移
動
支
援
提
案
に
対

す
る
考
え
は
。

　 

総
合
政
策
部
長

　
住
民
の
支
え
合
い
に
よ
る 

「
公

共
交
通
を
補
完
す
る
仕
組
み
」
は

有
効
で
あ
り
、
地
域
の
足
を
守
る

貴
重
な
一
歩
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
一
方
、
新
た
な
移
動
支
援
の

提
案
に
お
い
て
は
、
既
存
交
通
と

の
重
複
や
競
合
を
避
け
、
隙
間
を

埋
め
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
既
存
交
通
と
の
調
和

を
慎
重
か
つ
前
向
き
に
協
議 

・
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、事
業
化
に
当
た
っ
て
は
、

安
全
管
理
や
運
行
ス
キ
ー
ム
の
整

理
、
ニ
ー
ズ
の
明
確
化
、
地
元
住

民
や
交
通
事
業
者
と
の
合
意
形
成

な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
丁
寧

な
事
前
調
整
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
こ
れ
ら
基
本
事
項
の
整
理
が

整
い
次
第
、
早
期
に
地
域
公
共
交

通
会
議
で
協
議
で
き
る
よ
う
調
整

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問答

　 

地
域
の
安
全
安
心
や
住
環

境
維
持
に
向
け
、
不
良
空
き

家
の
未
然
防
止 

・
早
期
解
消

は
重
要
課
題
で
あ
る
。
市
外

所
有
者
が
安
心
し
て
管
理
委

託
で
き
る
受
け
皿
体
制
や
委

託
契
約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備

に
対
す
る
考
え
と
、
最
優
先

で
取
り
組
む
べ
き
施
策
は
。

　 

市
民
生
活
部
長

　
市
外
在
住
所
有
者
の
管
理
支
援

は
、
空
き
家
の
深
刻
化
防
止
に
有

効
で
す
が
、
活
用
や
解
体
と
い
っ

た
根
本
的
解
決
へ
つ
な
げ
る
こ
と

が
よ
り
重
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の

実
現
に
向
け
、
空
き
家
バ
ン
ク
や

「
空
き
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人
」

活
用
を
見
据
え
た
専
門
相
談
体
制

の
構
築
を
進
め
、
地
域
事
業
者
等

と
連
携
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
目

指
し
ま
す
。
さ
ら
に
委
託
契
約
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
実
情
把

握
や
啓
発
で
自
治
会
と
の
連
携
を

深
め
実
効
性
の
高
い
対
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
最
優
先
で
取
り
組
む
べ

き
は 

「
空
き
家
全
棟
調
査
」
の
速

や
か
な
実
施
で
す
。
実
態
を
デ
ー

タ
化
し
て
危
険
度
や
活
用
可
能
性

を
見
極
め
、
優
先
順
位
を
明
確
に

し
た
上
で
見
守
り
や
相
談
支
援
、

危
険
物
件
へ
の
毅
然
と
し
た
対
処

を
行
い
、
地
域
の
安
全 

・
安
心
を

守
る
対
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
推
進
し

て
い
き
ま

す
。

地域の安心を守る 「不良空き家」の未然防止を地域の安心を守る 「不良空き家」の未然防止を地域の安心を守る 「不良空き家」の未然防止を

鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み
一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答 　 

本
市
が
目
指
す 「
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」
を
、

地
域
の
実
態
に
即
し
た
実
効

性
の
あ
る
取
り
組
み
と
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
宣
言
の
趣
旨
や
有
機
農

業
の
周
知
を
図
り
、
市
民
が

共
感 

・
実
感
で
き
る
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
今
後
の
考
え
は
。

　 

農
林
環
境
部
長

　「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣

言
」
の
趣
旨
は
、
環
境
負
荷
の
低

減
や
生
物
多
様
性
の
保
全
と
い
っ

た
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
を
通

じ
、
持
続
可
能
な
農
業
環
境
を
次

世
代
へ
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
地

域
農
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

　
県
内
の
先
行
市
町
で
は
、
学
校

給
食
に
お
い
て 

「
有
機
米
の
日
」

を
設
け
て
地
元
産
米
を
提
供
し
て

い
る
事
例
や
、「
こ
だ
わ
り
食
材
」

を
扱
う
大
手
小
売
店 

・
飲
食
店
等

と
直
接
取
引
を
確
立
し
て
い
る
事

例
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
大
変
現
実
的
で
あ

り
、
貴
重
な
事
例
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
有
機

農
法
を
は
じ
め
、
環
境
保
全
型
農

法
、
慣
行
農
法
の
正
し
い
知
識
を

得
て
い
た
だ
く
機
会
の
創
出
な
ど

を
含
め
た
計
画
の
策
定
を
進
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
効
果
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
施
策
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

共感と実感を生む「オーガニックビレッジ宣言」へ共感と実感を生む「オーガニックビレッジ宣言」へ共感と実感を生む「オーガニックビレッジ宣言」へ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

小
川
地
区
と
乗
政
地
区
を

結
ぶ 「
ふ
る
さ
と
農
道
」
は
、

通
勤
や
国
道
2
5
7
号
の
迂

回
路
と
し
て
重
要
性
が
高
ま

る
一
方
、
草
刈
り
が
十
分
に

行
き
届
い
て
お
ら
ず
、
は
み

出
し
た
草
木
が
通
行
の
支
障

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現

状
を
踏
ま
え
、
現
在
の
除

草 

・
維
持
管
理
の
取
り
組
み

状
況
と
、
今
後
の
市
道
移
管

（
認
定
）
に
向
け
た
考
え
は
。

　 

基
盤
整
備
部
長

　
現
在
、
乗
政
側
は
、
地
元
の
方
々

や
市
内
企
業
に
よ
る
ご
厚
意
で
の

除
草
作
業
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
一
方
、
小
川
側
は
、
必

要
に
応
じ
て
沿
道
除
草
作
業
委
託

を
発
注
す
る
予
算
を
確
保
し
て
い

る
状
況
で
す
。
な
お
、
除
雪
に
つ
い

て
は
、
市
道
と
同
じ
基
準
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
農
道
の
市
道
移
管
に

つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
庁
内
で
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
草
刈
り

等
、
今
後
の
維
持
管
理
方
針
に
つ

い
て
地
元
区
と
十
分
調
整
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
農
道

敷
地
内
に
存
在
す
る
道
路
内
民
地

の
解
消
を
行
う
こ
と
、
こ
の
２
点

に
つ
い
て
早
急
に
整
理
を
進
め
、

市
道
認
定
に
向
け
た
検
討
を
加
速

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

安全に通行できる「ふるさと農道」の環境整備を安全に通行できる「ふるさと農道」の環境整備を安全に通行できる「ふるさと農道」の環境整備を
問

▲ふるさと農道（湯けむり下呂地区）

地球を守る「好循環」システム
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G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

生活再建のスピードアップと避難所の環境改善を生活再建のスピードアップと避難所の環境改善を生活再建のスピードアップと避難所の環境改善を
　 

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
が
激
甚
化 
・
頻
発
化
す

る
中
、
被
災
者
の
迅
速
な
生

活
再
建
と
避
難
生
活
に
お
け

る
生
活
環
境
の
維
持
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
罹
災
証
明

書
の
迅
速
な
発
行
に
向
け
た

体
制
の
強
化
、
お
よ
び
指
定

避
難
所
と
な
る
小
中
学
校
体

育
館
の
空
調
設
備
と
自
立
電

源
の
確
保
に
対
す
る
考
え
は
。

　 

市
民
生
活
部
長

　
罹
災
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

は
、
申
請
受
付
後
の
現
地
調
査
や

写
真
整
理
、
被
害
判
定
と
い
っ
た

手
順
を
挟
む
た
め
、
過
去
に
は
発

行
ま
で
約
１
か
月
を
要
し
た
現
状

が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活

用
や
入
力
作
業
等
の
効
率
化
を
図

り
、
よ
り
迅
速
な
交
付
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
指
定
避
難
所
と
な
る
小
中
学
校

体
育
館
に
つ
い
て
、
平
時
の
教
育

環
境
の
向
上
に
加
え
、
災
害
時
の

適
切
な
環
境
維
持
や
自
立
電
源
の

確
保
と
い
う
視
点
も
組
み
込
み
、

実
用
面 

・
費
用
面
で
最
も
効
果
的

な
手
法
を
選
定
し
た
上
で
、
令
和

15
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
学
校
体

育
館
へ
の
空
調
設
備
設
置
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

答

答

問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

　 

自
治
会
は
、
防
災
や
環
境

整
備
、
高
齢
者
の
見
守
り
な

ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
そ
の
運
営
に
対
す
る

住
民
の
信
頼
は
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
う
し
た
中
、
森
区
で

起
き
た
使
途
不
明
金
事
案
を

踏
ま
え
、
不
正
防
止
に
向
け

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
整
備

の
考
え
は
。

　 

統
括
振
興
事
務
所
長

　
森
区
に
お
け
る
事
案
に
つ
い
て

は
、
刑
事
事
件
の
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
通
常
の
自
治
会
の
公
金
管

理 

・
運
営
と
は
一
線
を
画
す
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
各
自
治
会
に
お
け
る
市
交
付
金

の
利
用
状
況
の
確
認
に
つ
い
て
は
、

毎
年
度
、
各
自
治
会
か
ら
提
出
さ

れ
る
総
会
資
料
や
そ
れ
に
関
係
す

る
書
類
に
よ
り
、
各
振
興
事
務
所

に
て
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
の
こ
と
を
教
訓
と
し
て
、

「
下
呂
市
自
治
会
自
治
活
動
交
付

金
交
付
要
綱
」
に
不
適
正
な
事
案

が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
規
定
を

追
加
す
る
と
共
に
、
自
治
会
会
計

に
お
け
る
定
期
証
書
の
管
理
や
、

監
査 

・
定
例
総
会
の
開
催
方
法
な

ど
を
ま
と
め
た 

「
自
治
会
会
計
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
全
自

治
会
に
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

透明性の確保による信頼される自治会運営へ透明性の確保による信頼される自治会運営へ透明性の確保による信頼される自治会運営へ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

　 

今
後
10
年
、
20
年
先
を
見

据
え
た
際
、
文
化
政
策
の
軸

を
ど
こ
に
置
く
の
か
。
ま
た
、

観
光
や
経
済
的
な
利
活
用
に

は
直
接
つ
な
が
り
に
く
い
文

化
や
歴
史
も
存
在
す
る
中
で
、

そ
れ
ら
を
い
か
に
次
世
代
へ
継

承
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
か
。

　 

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　
こ
れ
ま
で
の 

「
文
化
財
の
保
存
」

を
中
心
と
し
た
施
策
か
ら
、
文
化

財
を
保
存 

・
管
理
し
な
が
ら 

「
文

化
の
振
興
」
を
図
る
施
策

へ
と
転
換
し
ま
し
た
。
観

光 

・
文
化 

・
ス
ポ
ー
ツ
を

連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
経

済
の
活
性
化
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
強
化
、
そ
し
て
地
域
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
現
在
開
催
中
の
芸
術
祭
に
つ
い

て
も
、 

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
試
算
で
は

約
８
億
円
の
経
済
効
果
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
投
資
に
対
し
て
地
域

が
ど
れ
ほ
ど
活
性
化
す
る
か
検
証

を
進
め
ま
す
。

　
諸
外
国
の
事
例
の
よ
う
に
、
温

泉
地
に
ア
ー
ト
や
音
楽
、
演
劇
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
訪

れ
る
方
々
に
心
の
癒
し
を
提
供
し
、

下
呂
温
泉
の
付
加
価
値
を
高
め
ら

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

10年・20年先を見据えた文化政策と地域活性化10年・20年先を見据えた文化政策と地域活性化10年・20年先を見据えた文化政策と地域活性化
問

下呂アートディスカバリー
展示作品から

　
令
和
８
年
７
月
28
日
に
発
生
し
た 

「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」
に
よ
り
、
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご

遺
族
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
下
呂
市
議
会
で
は
、
被
災
地
域
の
状

況
に
応
じ
た
迅
速
か
つ
適
切
な
支
援
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
九
州
市
議

会
議
長
会
へ
議
員
一
同
よ
り
義
援
金
15

万
円
を
寄
託
い
た
し
ま
し
た
。

　
被
災
地
の
早
期
復
旧
と
、
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
生
活
の
再
建
を
謹

ん
で
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

令
和
８
年
熊
本
地
震

　
　 
義
援
金
に
つ
い
て

市議会による出前ヒアリング（座談会）～ 下呂市の未来のために
    あなたの声を聴かせてください ～

下呂市議会では、市民の皆さまの声を市政に反映させるため、地域の課題や悩みをお聴きする
『市議会による出前ヒアリング（座談会）』を開催します。

市民グループ・団体や自治会・町内会などの小さな集会にこちらから出向く形式で行います。
皆さまからの申し込みをお待ちしています。

開催希望日の１カ月前までに申込書を提出、もしくは専用の申込フォーム入力に
より申し込みをしてください。
申込書受理後、開催決定通知書をお送りします。
申し込みフォームは、右の二次元バーコードを読み取ってください。
申込書での提出については、市ホームページからダウンロードしてください。

申込団体において、地域の特定課題等を踏まえて、
テーマを設定いただきます。
例）少子高齢化や子育て、介護、農林業、地域づくり、防災など

●座談会のテーマ 申
込
方
法

申し込み
フォームは
こちら

下呂市議会への意見・
提案箱
あなたの声をお気軽にお寄せください。
オンラインで受付中。

私たちにお声をお寄せください私たちにお声をお寄せください

https://www.youtube.com/channel/
UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYouTubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、
動画共有サービス（YouTube）にてライブ
配信を行っています。
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小
中
学
校
体
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の
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と
自
立
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の
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に
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る
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行
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受
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後
の
現
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を
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過
去
に
は
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行
ま
で
約
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月
を
要
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た
現
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が
あ
り
ま
す
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今
後
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デ
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タ
ル
ツ
ー
ル
の
活

用
や
入
力
作
業
等
の
効
率
化
を
図

り
、
よ
り
迅
速
な
交
付
に
努
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て

い
き
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す
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教
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小
中
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の
向
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に
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な
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持
や
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立
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源
の

確
保
と
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う
視
点
も
組
み
込
み
、

実
用
面 

・
費
用
面
で
最
も
効
果
的

な
手
法
を
選
定
し
た
上
で
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和

15
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ま
で
に
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の
学
校
体

育
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の
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調
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備
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を
進
め

て
い
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ま
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桂
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境

整
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、
高
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者
の
見
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な

ど
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域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
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え
る
重
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な
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お
り
、
そ
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運
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に
対
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る

住
民
の
信
頼
は
不
可
欠
で
あ

る
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し
た
中
、
森
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で
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使
途
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案
を
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ま
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、
不
正
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止
に
向
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ラ
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な
ど
の
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の
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え
は
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統
括
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事
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長
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に
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る
事
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に
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い
て

は
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刑
事
事
件
の
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
通
常
の
自
治
会
の
公
金
管

理 
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運
営
と
は
一
線
を
画
す
も
の

と
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い
ま
す
。

　
各
自
治
会
に
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る
市
交
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金

の
利
用
状
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の
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認
に
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い
て
は
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度
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自
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ら
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さ
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総
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や
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に
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す

る
書
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に
よ
り
、
各
振
興
事
務
所

に
て
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
の
こ
と
を
教
訓
と
し
て
、

「
下
呂
市
自
治
会
自
治
活
動
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付

金
交
付
要
綱
」
に
不
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た
場
合
の
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と
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書
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定
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、
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、
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の
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こ
れ
ま
で
の 
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」

を
中
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と
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た
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ら
、
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化
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を
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・
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し
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を
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と
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強
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し
て
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ド
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
現
在
開
催
中
の
芸
術
祭
に
つ
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て
も
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Ａ
Ｉ
を
用
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た
試
算
で
は

約
８
億
円
の
経
済
効
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が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
投
資
に
対
し
て
地
域

が
ど
れ
ほ
ど
活
性
化
す
る
か
検
証

を
進
め
ま
す
。

　
諸
外
国
の
事
例
の
よ
う
に
、
温

泉
地
に
ア
ー
ト
や
音
楽
、
演
劇
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
訪

れ
る
方
々
に
心
の
癒
し
を
提
供
し
、

下
呂
温
泉
の
付
加
価
値
を
高
め
ら

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

10年・20年先を見据えた文化政策と地域活性化10年・20年先を見据えた文化政策と地域活性化10年・20年先を見据えた文化政策と地域活性化
問

下呂アートディスカバリー
展示作品から

　
令
和
８
年
７
月
28
日
に
発
生
し
た 

「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」
に
よ
り
、
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご

遺
族
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
下
呂
市
議
会
で
は
、
被
災
地
域
の
状

況
に
応
じ
た
迅
速
か
つ
適
切
な
支
援
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
九
州
市
議

会
議
長
会
へ
議
員
一
同
よ
り
義
援
金
15

万
円
を
寄
託
い
た
し
ま
し
た
。

　
被
災
地
の
早
期
復
旧
と
、
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
生
活
の
再
建
を
謹

ん
で
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

令
和
８
年
熊
本
地
震

　
　 

義
援
金
に
つ
い
て

市議会による出前ヒアリング（座談会）～ 下呂市の未来のために
    あなたの声を聴かせてください ～

下呂市議会では、市民の皆さまの声を市政に反映させるため、地域の課題や悩みをお聴きする
『市議会による出前ヒアリング（座談会）』を開催します。

市民グループ・団体や自治会・町内会などの小さな集会にこちらから出向く形式で行います。
皆さまからの申し込みをお待ちしています。

開催希望日の１カ月前までに申込書を提出、もしくは専用の申込フォーム入力に
より申し込みをしてください。
申込書受理後、開催決定通知書をお送りします。
申し込みフォームは、右の二次元バーコードを読み取ってください。
申込書での提出については、市ホームページからダウンロードしてください。

申込団体において、地域の特定課題等を踏まえて、
テーマを設定いただきます。
例）少子高齢化や子育て、介護、農林業、地域づくり、防災など

●座談会のテーマ 申
込
方
法

申し込み
フォームは
こちら

下呂市議会への意見・
提案箱
あなたの声をお気軽にお寄せください。
オンラインで受付中。

私たちにお声をお寄せください私たちにお声をお寄せください

https://www.youtube.com/channel/
UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYouTubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、
動画共有サービス（YouTube）にてライブ
配信を行っています。
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G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

生活再建のスピードアップと避難所の環境改善を生活再建のスピードアップと避難所の環境改善を生活再建のスピードアップと避難所の環境改善を
　 

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
が
激
甚
化 

・
頻
発
化
す

る
中
、
被
災
者
の
迅
速
な
生

活
再
建
と
避
難
生
活
に
お
け

る
生
活
環
境
の
維
持
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
罹
災
証
明

書
の
迅
速
な
発
行
に
向
け
た

体
制
の
強
化
、
お
よ
び
指
定

避
難
所
と
な
る
小
中
学
校
体

育
館
の
空
調
設
備
と
自
立
電

源
の
確
保
に
対
す
る
考
え
は
。

　 

市
民
生
活
部
長

　
罹
災
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

は
、
申
請
受
付
後
の
現
地
調
査
や

写
真
整
理
、
被
害
判
定
と
い
っ
た

手
順
を
挟
む
た
め
、
過
去
に
は
発

行
ま
で
約
１
か
月
を
要
し
た
現
状

が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活

用
や
入
力
作
業
等
の
効
率
化
を
図

り
、
よ
り
迅
速
な
交
付
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
指
定
避
難
所
と
な
る
小
中
学
校

体
育
館
に
つ
い
て
、
平
時
の
教
育

環
境
の
向
上
に
加
え
、
災
害
時
の

適
切
な
環
境
維
持
や
自
立
電
源
の

確
保
と
い
う
視
点
も
組
み
込
み
、

実
用
面 

・
費
用
面
で
最
も
効
果
的

な
手
法
を
選
定
し
た
上
で
、
令
和

15
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
学
校
体

育
館
へ
の
空
調
設
備
設
置
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

答

答

問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

　 

自
治
会
は
、
防
災
や
環
境

整
備
、
高
齢
者
の
見
守
り
な

ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
そ
の
運
営
に
対
す
る

住
民
の
信
頼
は
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
う
し
た
中
、
森
区
で

起
き
た
使
途
不
明
金
事
案
を

踏
ま
え
、
不
正
防
止
に
向
け

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
整
備

の
考
え
は
。

　 

統
括
振
興
事
務
所
長

　
森
区
に
お
け
る
事
案
に
つ
い
て

は
、
刑
事
事
件
の
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
通
常
の
自
治
会
の
公
金
管

理 

・
運
営
と
は
一
線
を
画
す
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
各
自
治
会
に
お
け
る
市
交
付
金

の
利
用
状
況
の
確
認
に
つ
い
て
は
、

毎
年
度
、
各
自
治
会
か
ら
提
出
さ

れ
る
総
会
資
料
や
そ
れ
に
関
係
す

る
書
類
に
よ
り
、
各
振
興
事
務
所

に
て
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
の
こ
と
を
教
訓
と
し
て
、

「
下
呂
市
自
治
会
自
治
活
動
交
付

金
交
付
要
綱
」
に
不
適
正
な
事
案

が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
規
定
を

追
加
す
る
と
共
に
、
自
治
会
会
計

に
お
け
る
定
期
証
書
の
管
理
や
、

監
査 

・
定
例
総
会
の
開
催
方
法
な

ど
を
ま
と
め
た 

「
自
治
会
会
計
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
全
自

治
会
に
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

透明性の確保による信頼される自治会運営へ透明性の確保による信頼される自治会運営へ透明性の確保による信頼される自治会運営へ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

　 

今
後
10
年
、
20
年
先
を
見

据
え
た
際
、
文
化
政
策
の
軸

を
ど
こ
に
置
く
の
か
。
ま
た
、

観
光
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利
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用
に
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が
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に
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文
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史
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、
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次
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。
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ポ
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ア
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ィ
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、
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て
地
域
ブ
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ン
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力
の
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を
目
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し
ま
す
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中
の
芸
術
祭
に
つ
い

て
も
、 

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
試
算
で
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約
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億
円
の
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済
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が
見
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ま
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、
投
資
に
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て
地
域

が
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化
す
る
か
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を
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ま
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国
の
事
例
の
よ
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に
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温
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地
に
ア
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や
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、
演
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な

ど
を
組
み
合
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せ
る
こ
と
で
、
訪
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る
方
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に
心
の
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し
を
提
供
し
、

下
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に
よ
り
、
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご

遺
族
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
下
呂
市
議
会
で
は
、
被
災
地
域
の
状
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に
応
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た
迅
速
か
つ
適
切
な
支
援
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
九
州
市
議

会
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長
会
へ
議
員
一
同
よ
り
義
援
金
15

万
円
を
寄
託
い
た
し
ま
し
た
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被
災
地
の
早
期
復
旧
と
、
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
生
活
の
再
建
を
謹

ん
で
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

令
和
８
年
熊
本
地
震

　
　 

義
援
金
に
つ
い
て

市議会による出前ヒアリング（座談会）～ 下呂市の未来のために
    あなたの声を聴かせてください ～

下呂市議会では、市民の皆さまの声を市政に反映させるため、地域の課題や悩みをお聴きする
『市議会による出前ヒアリング（座談会）』を開催します。

市民グループ・団体や自治会・町内会などの小さな集会にこちらから出向く形式で行います。
皆さまからの申し込みをお待ちしています。

開催希望日の１カ月前までに申込書を提出、もしくは専用の申込フォーム入力に
より申し込みをしてください。
申込書受理後、開催決定通知書をお送りします。
申し込みフォームは、右の二次元バーコードを読み取ってください。
申込書での提出については、市ホームページからダウンロードしてください。

申込団体において、地域の特定課題等を踏まえて、
テーマを設定いただきます。
例）少子高齢化や子育て、介護、農林業、地域づくり、防災など

●座談会のテーマ 申
込
方
法

申し込み
フォームは
こちら

下呂市議会への意見・
提案箱
あなたの声をお気軽にお寄せください。
オンラインで受付中。

私たちにお声をお寄せください私たちにお声をお寄せください

https://www.youtube.com/channel/
UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYouTubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、
動画共有サービス（YouTube）にてライブ
配信を行っています。
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と
は
一
線
を
画
す
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
各
自
治
会
に
お
け
る
市
交
付
金

の
利
用
状
況
の
確
認
に
つ
い
て
は
、

毎
年
度
、
各
自
治
会
か
ら
提
出
さ

れ
る
総
会
資
料
や
そ
れ
に
関
係
す

る
書
類
に
よ
り
、
各
振
興
事
務
所

に
て
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
の
こ
と
を
教
訓
と
し
て
、

「
下
呂
市
自
治
会
自
治
活
動
交
付

金
交
付
要
綱
」
に
不
適
正
な
事
案

が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
規
定
を

追
加
す
る
と
共
に
、
自
治
会
会
計

に
お
け
る
定
期
証
書
の
管
理
や
、

監
査 
・
定
例
総
会
の
開
催
方
法
な

ど
を
ま
と
め
た 
「
自
治
会
会
計
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
全
自

治
会
に
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

透明性の確保による信頼される自治会運営へ透明性の確保による信頼される自治会運営へ透明性の確保による信頼される自治会運営へ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

　 

今
後
10
年
、
20
年
先
を
見

据
え
た
際
、
文
化
政
策
の
軸

を
ど
こ
に
置
く
の
か
。
ま
た
、

観
光
や
経
済
的
な
利
活
用
に

は
直
接
つ
な
が
り
に
く
い
文

化
や
歴
史
も
存
在
す
る
中
で
、

そ
れ
ら
を
い
か
に
次
世
代
へ
継

承
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
か
。

　 

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　
こ
れ
ま
で
の 

「
文
化
財
の
保
存
」

を
中
心
と
し
た
施
策
か
ら
、
文
化

財
を
保
存 

・
管
理
し
な
が
ら 

「
文

化
の
振
興
」
を
図
る
施
策

へ
と
転
換
し
ま
し
た
。
観

光 

・
文
化 

・
ス
ポ
ー
ツ
を

連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
経

済
の
活
性
化
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
強
化
、
そ
し
て
地
域
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
現
在
開
催
中
の
芸
術
祭
に
つ
い

て
も
、 

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
試
算
で
は

約
８
億
円
の
経
済
効
果
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
投
資
に
対
し
て
地
域

が
ど
れ
ほ
ど
活
性
化
す
る
か
検
証

を
進
め
ま
す
。

　
諸
外
国
の
事
例
の
よ
う
に
、
温

泉
地
に
ア
ー
ト
や
音
楽
、
演
劇
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
訪

れ
る
方
々
に
心
の
癒
し
を
提
供
し
、

下
呂
温
泉
の
付
加
価
値
を
高
め
ら

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

10年・20年先を見据えた文化政策と地域活性化10年・20年先を見据えた文化政策と地域活性化10年・20年先を見据えた文化政策と地域活性化
問

下呂アートディスカバリー
展示作品から

　
令
和
８
年
７
月
28
日
に
発
生
し
た 

「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」
に
よ
り
、
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご

遺
族
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
下
呂
市
議
会
で
は
、
被
災
地
域
の
状

況
に
応
じ
た
迅
速
か
つ
適
切
な
支
援
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
九
州
市
議

会
議
長
会
へ
議
員
一
同
よ
り
義
援
金
15

万
円
を
寄
託
い
た
し
ま
し
た
。

　
被
災
地
の
早
期
復
旧
と
、
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
生
活
の
再
建
を
謹

ん
で
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

令
和
８
年
熊
本
地
震

　
　 

義
援
金
に
つ
い
て

市議会による出前ヒアリング（座談会）～ 下呂市の未来のために
    あなたの声を聴かせてください ～

下呂市議会では、市民の皆さまの声を市政に反映させるため、地域の課題や悩みをお聴きする
『市議会による出前ヒアリング（座談会）』を開催します。

市民グループ・団体や自治会・町内会などの小さな集会にこちらから出向く形式で行います。
皆さまからの申し込みをお待ちしています。

開催希望日の１カ月前までに申込書を提出、もしくは専用の申込フォーム入力に
より申し込みをしてください。
申込書受理後、開催決定通知書をお送りします。
申し込みフォームは、右の二次元バーコードを読み取ってください。
申込書での提出については、市ホームページからダウンロードしてください。

申込団体において、地域の特定課題等を踏まえて、
テーマを設定いただきます。
例）少子高齢化や子育て、介護、農林業、地域づくり、防災など

●座談会のテーマ 申
込
方
法

申し込み
フォームは
こちら

下呂市議会への意見・
提案箱
あなたの声をお気軽にお寄せください。
オンラインで受付中。

私たちにお声をお寄せください私たちにお声をお寄せください

https://www.youtube.com/channel/
UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYouTubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、
動画共有サービス（YouTube）にてライブ
配信を行っています。



　令和８年９月１日から９月30日まで実施しました 「下呂市議会議員政治倫理条例（案）」への意見募集 （パブリック
コメント）におきまして、５件のご意見をお寄せいただきました。つきましては、寄せられたご意見の要旨と、それに対
する議会の考え方を公表いたします。

●本紙では、紙面の都合上、寄せられたご意見の一部のみを掲載しています。すべてのご意見とそれに
対する議会の考え方につきましては、下呂市ホームページにてご覧いただけます。

●当市議会では、政治倫理条例の制定をゴールとせず、寄せられたご意見の趣旨を今後の運用や検証に
活かし、市民から真に信頼される開かれた議会運営に努めていきます。
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　下呂市主催の国際芸術祭「下呂 Art Discovery 2026」が開催中です。市外・県外からの方や外国人
客も多数訪れるグローバルな祭典であり、地域住民や市内法人の皆さまの多大なるご協力により、本市の
地域活性化に大きくつながっています。まだご覧になっていない方は、ぜひ会場へ足を運び、アートが彩る
下呂市の新たな魅力をご体感ください。

【下呂Art Discovery 2026 絶賛開催中！】

TOPICS
●令和７年度決算審査（予算決算常任委員会）
●９月定例会報告（審議結果）・常任委員会報告（審査結果）・一般質問（内容紹介）
●下呂市議会議員政治倫理条例（案）に対するパブリックコメント結果、９月定例会日程

ここに在る森　村上力

Small Town
弓指寛治（下段3点）

表
紙
の
写
真

下呂市
議会だより
電子書籍は
こちら 　12月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。なお、一般質問な

どの内容は新聞折込チラシおよび下呂市メールでお知らせします。

12月定例会会期日程（予定）

※日程は変更になる
　場合もあります。

月　　日

１１月２７日

１２月１０日

１１日

１４日

１５日

１６日

１８日

金

木

金

月

火

水

金

午前9時30分～

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

常任委員会

常任委員会

予算決算常任委員会（予算関係）

本会議（最終日）

会　議　内　容 時　　間曜日

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階 議場）
　　　委員会（下呂庁舎３階第１会議室）

　今回の議会だよりでは、決算審査を特集し
ました。決算審査は、予算が正しく使われて
いるかをチェックするだけでなく、事業の成果
や課題を審査することで、今後の予算や施策
の改善を図っていく大切な機会でもあります。
議会では、委員会ごとに事前の準備を重ね、
決算審査に臨みました。
　議会が何を議論し、何を確認しているのか。
市民の皆さまに少しでも身近に感じていただ
けるよう、これからも 「伝わる議会だより」を
目指して工夫を重ねていきます。

編 集 後 記

議会議員政治倫理条例（案）に対する意見募集結果議会議員政治倫理条例（案）に対する意見募集結果

　倫理的な問題も大事ですが、議員の職務の
明確化も併せて行ってほしい。

　令和３年制定の下呂市議会基本条例第２条で議会の役割を、
第４条で議員の活動原則を明確に規定しています。今後も同
条例に基づき職務と役割を誠実に果たすとともに、高い倫理
意識をもって取り組みます。

寄せられたご意見の要旨 ご意見に対する議会の考え方

　規則を守ることを本人の自覚だけに委ねず、
特定の個人に依存しない形で、第三者の目が
届く仕組み （市民代表の審査会への常時参加、
親族企業等に関する利益相反開示の拡大、公
務用通信機器の分離と通信履歴の記録保存な
ど）を求める。

　「個人の自覚や注意だけに頼るのではなく、仕組みとして客
観的なチェックを効かせるべき」という大変本質的なご提言と
受け止めています。市民半数を委嘱する審査会や審査結果の
公表制度を設けていますが、市民代表の審査会への常時参加
や親族企業等の規制対象化などは慎重な検討を要するもの
の、いただいた視点を今後の運用等に活かしていきます。

　審査対象となる違反行為の範囲や政治倫理
基準の定義が不明確であり、具体的な運用や
判断が難しいと思われる。また、政治倫理審査
会の構成員が議員中心では身内に甘い判断に
つながる懸念があるため、外部有識者による第
三者審査を取り入れることが必要である。

　禁止される具体的な不当行為として、不正疑惑行為や金品
授受、便宜供与、ハラスメントなど８つの基準を定めており、
客観的な確認 ・判断が可能な仕組みとしています。また、審
査会委員 （６人以内）の半数程度に 「社会的信望があり地方
行政に関し識見の高い市民」を委嘱し、専門家の助言聴取規
定も設けることで、身内への甘い判断を防ぎ、中立で厳正な
審査体制を確保していきます。

▲下呂市HPは
こちら


